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総合的な指導システムの確立を

伊藤 晃
(AKIRA ITO) 
畜産システム研究所
所長

関税化受入れの厳しい現状に直面しているわが国の畜産が、それを乗り越えていくた

めにはどのような手段や方法をとればよいてあろうか？その一つに、情報を駆使した総

合的な指導システムの構築と実行があろう。

これは、われわれが持っている優れたシステムと経験に加えて、海外諸国における最

も優れた幾つかのシステムを徹底的に追究・検討してわが国の実状にフィットした形て‘

取り入れることにより、可能と考えられる。

例を乳牛・酪農にとってみよう。わが国が世界に誇れるものとしては、人工授精の普

及率や生乳生産雌牛集団中の血統記録を有する個体の割合が高いこと、などがある。次

に、世界水準に達しているか又はそれに近いものとしては、乳牛改良事業（牛群検定や

後代検定など）や健康管理体制等があろう。続いては、遅れている分野・部門てあるが、

これらについては、今日の情報化時代の特徴を活かして、世界て最も優れたシステムを

導入すればよい。

この総合的な指導システムは、改良事業をさらに拡充・普及させること、それによって

得られたデータの活用を一層推進すること、そのためには、有用な全ての情報のネットワ

ーク化とそれに基づく総合的な普及・指導体制を確立させること、が主な柱となろう。

以上を、私見を交えて、 今少し詳しく箇条書きにしてみれば、

妍群検定・後代検定の一層の拡充を図る

＠蓄積データの分析を進め、わが国に最も適した遺伝評価法の追究を継続する

Rデータを持つ牛の血縁関係の明確化をさらに推進する

R以上により、個畜の遺伝評価値の正確度をより一層高める努力を続ける

R遺伝評価値を用いた科学的な選抜淘汰と交配繁殖を徹底させる

R改良情報を核として、飼料給与、飼育管理、疾病防除を含む健康管理、等々の情報を

有機的に結合させた情報システムの構築

〇情報システムを用いての農家：：：：-とにフィットした助言・指導がてきる体制の確立とそ

頓行（なお、助言・指導を一人の人間て‘行うことは困難な場合が多いと想像されるか

ら、チームを結成して当たることが必要てあろう）

となる。以上のことは、直ちに着手・実行てきる方法といえよう。道は近きにあり、遠

くにあるに非ず、 といえる。

"c...'-'-',・.......... -.•-•-.~.---. 
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特 畜産環境保全

はじめに

畜産の現状問題について，畜産環境保全は

大きな問題てあるのて‘，研究・技術の現状を

把握するため，今回特集を組むこととした。

（編集委員会）

問題の所在と研究の現状

松川 正

高品質のコンポストを作る技術

原田靖生

畜舎汚水をきれいにする技術

羽賀清典

悪臭低減のための技術

福森功

窒索リン等の排泄量を少なくする技術

武政正朋

問題の所在と研究の現状
松川 正(TadashiMatsukawa) 農林水産省農巣研究センター

問題の所在

わが国て,1年間に排出される家畜・家きん

の排泄物の量は，ふんが 5千 6百万トン，尿

が 3千 7百万トン，合計て,9千 3百万トンに

達する 。 この量は 1億 2千万人の国民が排泄

するし尿量より 30%多いとみられている。排

泄物中に含まれる肥料成分は窒索が約62万ト

ン， りんが約19万トンと試算される。この量

は，化学肥料として年間に消費される窒素よ

り約10%多く， りんてはほぱ70%に達する。

このように家畜の排泄物は量的にも質的に

も重要な資源てありながら，現実には環境に

対する負荷の面から主たる焦点が当てられる

と言う不幸な位置づけとなっている。

畜産経営の大規模化 ・専業化に伴い排泄物

が集中・逼在化していること，購入飼料への

依存度が高いこと，排泄物処理が適切てない

こと，農地への排泄物の還元利用が不十分な
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こと， などが環境に対する負荷を大きくして

いる主要な原因といい得る。

わが国は畜産国とのイメージはあまりない

が，家畜の密度はかなり高い国てある。表i:

は， いくつかの国の畜産の集中度を示してあ

る。集中度をここては単位面積当たりの肉と

卵の生産量の合計て示した。農用地，あるい

は耕地当たりてみれば， ここに示した国のう

ち，わが国より畜産の密度の高い国はオラ；；

ダだけてある。わが国は耕地率が低いため，

国土面積当たりてみると，イギリス並になる。

. 'こ,i昆住家畜の密度がこのように高いうた

化がどんどん進んて‘いる。国民の意識の変化

がある等の条件があって，放置すれば畜産公

害はますます顕在化する。かっては人ぷんの

臭いさえ我慢した我々の同胞は， 7
心 'Iょ牛ふ

んの臭いさえ我慢てきなくなって
しヽる。 畜産

局の調査によれば，平成 5年の環境汚染問息

-.1111111111111 



0ための新しい技術
牡件数の62%は悪臭関連てあった。

同じ調査によれば，水質汚濁関連の件数は

翡て｀あった。目には見えないし感ずること

湿来ないが，地下水の硝酸態窒索の濃度も

由っつあるところが徐々に増えているこ

心bかっている。

(Iふわが国の家畜排泄物を全量農地に還

計ることは問題を生じないだろうか。平成

l年に公表された「新政策」のワーキンググ

N-プが試算した数値てみると，化学肥料と

事の場合，わが国農地の有機物受け入れ

暉は窒素換算値て'58万トンてある。排泄

神の窒素量は前述のように62万トン位てあ

訊堆肥化の過程て‘‘揮散する窒索量，浄化

槌する部分などを考えると，計算上は，現

靭化学肥料の使用量を維持しつつ家畜排泄

齢薗還元利用することがて‘‘きるというこ

ti: なる。問題はどうしたら使ってもらえる

各目における畜産の集中度

かてある。化学肥料に比べれば取扱いの面倒

な排泄物由来の堆肥を使ってもらうためには，

畜産関係者も二次産業，三次産業関係者なみ

の感覚て堆肥の製造 ・流通に関する技術開発

や流通促進戦略を練らなければならないとい

うことだろう。

研究の現状

現在，ほとんどすべての公立の畜産関係研

究機関て家畜排泄物の処理 ・利用に関する課

題を掲げて研究を推進中てある。試験研究年

報によると，平成 5年度はその数およそ90課

題となる。この中には国の助成課題として進

められているものもある。例えば，滋賀県な

ど近畿 4県ては，低コスト悪臭防止技術につ

いて，香川県など四国 4県ては公害防止対策

と効果的利用技術につい て，岐阜県等 3県て‘

は成形及びプレンドによる高付加価値化技術

国 農用地耕地

食肉・鶏卵

（土地 ：I ,OOOha; 生産量I,OOOt) 

畜産集中度

牛乳生産量

←'- 生産量 農用地耕地（国土）
オランダ 2,004 905 3,233 11,180 142 248 (599) 
デンマーク 2,774 2、550 1,615 4,730 51 44 (240) 
西 ド イ ツ 11,885 7,273 6,345 23,725 47 61 (164) 
イタ リ ア 16,910 9,043 4,333 10,376 23 33 (92) 
イギリ ス 17,933 6,685 3,973 15,284 20 41 (103) 
フランス 30,717 17,899 6,156 26,000 18 24 (70) 
アメ リ 力 431,382 187,881 32、461 67,383 7 22 (22) 
オーストラリア 466,926 48,761 3,222 6、556 I 5 (3) 
員

国 2,247 2,060 l、130 |、752 38 44 (72) 
A 本 5、279 4,150 5,982 8,100 100 100 (100) --9ミR畜産集中度は土地当たり 食肉・鶏卵生産量を求め， 日本を 100とした。

R 農用地＝耕地＋永年作物地 ＋永年草地

R 生産量は1990年

R 農水省統計情報部「国際農林水産統計, 1992」による。
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について， それぞれ共同研究を進めている。

国の研究機関の動きとしては次のようなも

のがある。家畜排泄物の利用の問題は畜産側

だけては解決困難と言うことて‘，平成 4年度

の農業の重要検討事項として「家畜排泄物の

資源的利用技術」を取り上げ，重点的に取り

組むべき課題を整理している。これに呼応し

て，農研センターてはプロジェクト研究チー

ムの一つを平成 5年度から家畜排泄物のリサ

イクルに関する研究をするチームにしている。

平成 6年度から「環境保全のための家畜排

泄物の高度処理・利用技術の開発」を目的と

したプロジェクト研究が発足した。参画研究

室は農水省研究機関の研究室35,大学2'生

研機構・民間研究機関 5て，食品総合研究祝

森林総合研究所などこの課題としては異色の

研究機関も参加している。臭気の制御技脩，

りんの回収技術，窒索・りん等の排泄量麒

技術，無臭・高付加価値資材の製造技俯，シ

ステムの構築と評価等が研究の主要な柱蒻

っている。

これらの研究に関するいくつかの展望狐

下に述べられる。

高品質のコンポストを作る技循
原田靖生(Yasuo Harada) 農林水産省 農祟研究センター プロジェクト研究第 6チーム長

1 . はじめに

家畜排泄物の利用法として最も現実的な方

策は農地への施用てあり，コンポスト化はそ

のための有効な手段てある。家畜排泄物は臭

気が強くて取り扱いにくく，施用の仕方によ

っては土壌・作物に悪影響を及ばすことがあ

るが，コンポスト化によって取り扱いやすく

安全て有用な資材にすることがてきる。

ここては，高品質コンポストを製造するた

めの技術，さらに品質を向上させるための技

術開発について述べたい。

2 . 高品質コンポストとは

高品質コンポストとは，作業者にとって取

り扱いやすく衛生的てあり，土壌・作物にと

って安全かつ良い影響を与える機能を有した

コンポストのことてある。コンポストの品質

に関連する項目は表 1のように整理てきる。

AおよびBの各項目は原料てある家畜ふん

が有する欠点の改善について示したものてあ

〇 畜産技術 1994年8月号

表 1 コンポストの品質に関連する項目（原日）
I I 
A。取り扱いやすい性状であること

①含水率が適度である

②臭気が強くない

③粉塵がたたない

④病原菌• 寄生虫卵などを含まない

B。土壌・作物にとって安全であること

①施用後，急激な分解をしない

②窒素飢餓を生じさせない

③生育阻害物質を含まない

④有害物質（重金属等）を含まない

⑤植物病原菌等を含まない

⑥雑草の種子を含まない

C。土壌・作物にとって有効であること

①植物養分を供給する
（多量要素・微量要素・肥効調節）

②植物根の伸長を促進する

（生理活性機能）
③土壌の化学的性質を改善する

（保肥力，緩衝能，キレート作用）

④土壌の物理的性質を改善する

（透水性，保水性，通気性，耐食性）

⑤土壌中の生物活動を維持・増進する

（中小動物・微生物の富化・安定化

物質循環能・生物的緩衝能の増大l 



り，いずれも（粉塵と有害物質の項は除く）

十分腐熟させることによって達成てきる。重

含属等はふんの利用面を考慮して飼料に添加

しないことが重要てあり，粉塵はコンポスト

減型することによって防止てきる。

Cの各項目はコンポストの施用効果につい

ほしたものてあり， いずれも有機物施用の

課としてよく知られているが， これらの機

骰さらに増大させるような研究が実施され

ている。

！篇品質コンポストの製造技術

(1)腐熟を促進させるための管理法

コンボスト化において腐熟を促進させるた

り1:は，栄養源，温度，水分，酸素，微生物

わよび時間の各条件を整えることが重要てあ

＼これらの点に留意して管理をしなければ

/iらなし'o

げ最初に行うべきことは，材料の物性の

な善てある。家畜ふんは概して含水率が高く

杭性が不良てあるのてゞ，予備乾燥によって

紛な水分を除いたり，あるいはオガクズや

i磯などの副資材を混合して通気性を改善

しなければならない。一般的には，材料の含

絆を60~65%程度に調整するのが妥当と考

i. られている。

このように材料の物性を改善すれば，通気

t賤好になり，堆積物の表面からある程度

疇は好気的条件が保たれるが，内部はや

,! り親気的条件になりやすい。嫌気的な部分

琲らないためには，送風機を用いて強制的

逍気する方法が有効てある。適正な通気量

：ついては， 50~300L/分・面程度と考えら

町いる。

¾tも強制通気による腐熟促進効果は顕著
でhるが

＼堆積高さが高くなると圧密化が進

唸気が円滑に流れなくなり，内部が均一

紐せずムラが生ずる。そこて‘，攪拌・切

り返しを行って再び通気性の良い状態に積み

かえ，均一化を図ることが必要になる。

(2)コンポスト化の方式

家畜ふんのコンポスト化には多くの方式が

あるが，堆積方式と1覺拌方式に大別てきる。

堆積方法ては，切り返し等の管理はショベル

ローダー等を用いて行うが，施設が簡単てあ

るため最も多く普及している方式てある。攪

拌・切り返し・強制通気等の機能を備えた発

酵装置を用いる攪拌方式は高速コンポスト化

とも呼ばれる。これらは大きく開放型と密閉

型に分けることがてき，開放型は攪拌・切り

返しの方法によってスクープ式， ロータリー

式等に，密閉型は横型と縦型に分類てきる。

これらコンポスト化の方式あるいは施設を腐

熟促進の甚本に従って管理すれば，高品質コ

ンポストの製造が可能てある。

4 . 品質をさらに向上させるための技術

(1)悪臭の除去技術

家畜ふんの悪臭は，十分腐熟させれば除去

てきるが， それにはかなりの期間が必要てあ

るし， コンポスト化の過程て‘， とくに切り返

しの時の悪臭発生が大きな問題となっている。

そこて，消費効果を謳った多くの資材が市販

されているが，原理や効果の不明なものが多

ぃ。一方ては，悪臭化機能を持った微生物を

選抜し利用する研究が実施されており， その

研究成果が期待される。

(2)成型技術

コンポストを粒状に成型すれば乾燥しても

粉塵がたたなくなるし，施用に際しても取り

扱いやすくなる。例は少ないが，成型したコ

ンポストを販売する会社も出てきている。ま

た，成型は単に取扱性を良くするためだけの

ものてはない。現在，成型と養分供給特性と

の関係についても検討されており，肥効調節

も含めた成型技術の確立が望まれる。

畜産技術 1994年 8月号 。



(3)病害迎止機能の付与技術

有機物の施設効果の 1つとして植物病害の

抑制効果が期待されているが，有機物を施用

しただけては， その効果は明らかてはない。

コンポスト化には多くの微生物が関与し， そ

のなかには植物病原菌に対して迎止効果を示

す微生物（拮抗微生物）も含まれている。こ

れらの微生物を分離・培養して原料資材に接

種し，病害抑止機能を持ったコンポストを製

造しようという試みがなされている。この場

合，拮抗徴生物を分離・定着させるだけてな

く，施用後に病害抑止機能を十分発揮させる

ような技術の開発も重要てあろう。この問題

に関してはまだ不明な点が多く，今後の研究

に期待するところが大きい。

畜舎汚水をきれいにする技術
羽賀清典(KiyonoriHaga) 農林水産省畜産試験場飼養技術部

はじめに

「ふんのほうは堆肥てなんとかなるけど，

尿の処理に困るんだよね」。農家て時々耳にす

る言葉てある。畜舎汚水をなるべく増やさな

いように努力していても，やはり出てきたも

のはなんとかしなければならない。タレ流し

は，環境汚染の原因になる。環境に優しい近

代的畜産を目指すならば，畜舎汚水を浄化処

理して環境保全につとめることは当然てある。

ここては，畜舎汚水をきれいにする浄イU処理

方法を中心に述べる。

1 . 今，汚水処理に何が望まれているか

(1) 農家のニーズ

①経費を安く

畜産経営の厳しさが増す昨今，ふん尿処理

にかかる経費はなるべく安くしたい。豚舎汚

水処理施設を例に経費の現状をみると，施設

費は母豚 1頭当たり， 109,440円叫

69,400-291,666円2>, 135'000円3)'

183, 333-550, 000円豆様々てある。維持管

理費は，枝肉 1kg当たり 10-30円の範囲にあ

るが，施設の減価償却費の算定方法によって

大きく異なる丸
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②易しい維持管理と技術サービス

汚水処理施設の維持管理が簡易なことが望

まれるのて，施設・機会はてきる限り自動母

転とする。また，普及員等の技術指導者がb

かりやすいマニュアル等を用意し，きめ細峨

術サービスをする必要があろう。

③その他

性能が安定して，長持ちすることが重要｛

ある。コンパクトて効率の高い装置は，比較

的維持管理が難しく性能も不安定て，高度な

技術を必要とすることが多い。

(2)法規制によるニーズ

①窒素・リンの除去

指定湖沼に対する窒索・リンの規制におい

て，畜産農業が暫定措置の対象とされて
9年

目を迎える。しかし，来年 (1995年7月） 1: 

は暫定期限が切れ，厳しい本基準に移行する

可能性もあり，窒索・リンの対策が急務とな

っている。

②トリハロメタン生成能

今年 (1994年） 3月に公布された
≫ 「水道7~

源 2法」の中て‘，発ガン性等の有害性が指摘

されるトリハロメタンが問題となっ
ている。

....... 



餘排水についても，

庫定が重要な項目になってきた丸

！，汚水の浄化処理方法の色々

靴方法の代表は活性汚泥法てある。活性

就とは，汚水を浄化する能力（活性）を持

吠多種類の微生物の塊（汚泥）てある。こ‘

（限られた特殊な微生物てはない。 また，

陳生物を濾材などに膜状に付着させた方法

姓物膜法てある。

法規制によるニーズから，窒素とリンの除

トリハロメタン生成能

そ

謹力の向上が望まれている。

(1)間欠曝気式回分活性汚泥法

障］分活性汚泥法とは

闘1に示すように，沈殿，排出，流入，曝

気の4サイクルを 1日単位て繰り返す方法が

紛法てある。この方法は，曝気槽が沈殿槽

頃ねているために槽が一つて‘すみ，維持管

肝容易て，費用も安いなどの利点があり，

該的には普及度が高い6)。

闘欠曝気式のメリット

闊l下のタイムチャートのように，曝気を

歎方式に変換すると，好気状態と嫌気状態

咬互に起き，窒索の硝化・脱窒が交互に進

み，従来法よりも脱窒能力が向上する 7)。実験

産ては90%以上の窒索の除去率がある。

仇このように好気・嫌気を繰り返すと

甜汚泥のリン摂取盤が1.5倍くらい高まり，

叫 0%近くまて‘除去てきる。しかし，厳

Lいリンの規制値 (8mg/ Q) をクリアする

逍，吸着や晶析などの方法て‘‘仕上げをする

緒がある。

(2)曝気式ラグーン法

鳳気槽を池（ラグーン）のように広くした

方法が曝気式ラグーン法てある。負荷を低く

（容積負荷0.l ~ 0. 2kg), 滞留時間を長く（数

t廿）
した回分活性汚泥法の一種てある。市

稔知，ほとんど自動運転てあり，センサ

I 曝気水の操作 11 

図1

タイムチャート

9 :QOAM 9:00PM 9:00AM 

・ヽ● ー',

¥ ¥曝気方式を間欠曝気方式に変える。

• ー一! '-ー・・

[;;] 1:1:1:1 
回分活性汚泥法の曝気槽の操作とタイムチャ

ート、及ぴ間欠曝気方式への変換

ーを利用した間欠曝気方式を導入しているの

て脱窒・脱リン効果が闇い。

(3) TBX濾材生物膜法

リンを除去する能力の高いTBX濾材（ケ

イ酸カルシウムを主成分とする）を用い，

の表面に生物膜を作って浄化を行う 8)。リン

の除去率は約95%と高く，好気・嫌気過程を

導入することて窒素も約75%除去される。

(4) その他

下水や産業排水の処理にバイオリアクター

や膜処理などの新しい技術が導入されつつあ

る9.10)。畜舎汚水への導入については，維持管

理や経費などの問題点が多く，相当の時間が

かかりそうてある。

3 . 現場で簡単に水質チェックする技術

(1) 透視度の活用

浄化処理施設が順調に運転されているかど

うか，処理水の水質を毎日現場て‘チェックす

ることが必要てある。しかし，水質の分析に

は専門家が長時間を要する。

そ

畜産技術 1994年8月号

゜



そこて‘，畜産農家が現場て‘簡易にて‘きる方

法として，透視度の測定値から BODやSS

を推定する方法が有効てある。

(2) 水質推定尺の開発

最近，透視度から水質を推定するための水

質推定尺が考案され，実用化されている 11)0

おわりに

浄化処理施設は，維持管理が簡単て‘性能が

安定していることが第一条件てあろう。その

ために浄化効率が少し低くなることや，広い

敷地面積を必要とすることはやむを得ない。

このような前提に立って，てきる限り低コス

トの施設を建設することが，畜産的な汚水処

理技術てはないだろうか。しかし，やたら低

コストと簡便さを追及するあまり，未成熟な

技術に手を出すことには注意しなければなら

ない。
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悪臭低減のための技術
． 生研機構（生物系特定産業技術研究推進機構）

福森功OsaoFukumon) 
畜産工学研究部 飼養管理工学研究 主任研究員

はじめに

悪臭（臭気）低減のための技術は，次の三

つの技術に大別される。第ーは，ふん尿等か

らの臭気発生を抑制・防止する技術，第二は，

発生した臭気が拡散しないように捕集する技

術，第三は，捕集した臭気を無臭化する脱臭

技術てある。以下に新しい技術を含めたそれ

らの概要を紹介する。

1。臭気発生防止技術

R 畜産技術 1994年 8月号

畜舎ての臭気発生防止の基本は，①家畜の

適切な健康管理（軟便防止），②新鮮ふん尿の

早期分離と搬出（ふん尿分離による臭気発生

の抑制と臭気発生源の除去），③敷料によ
る水

低水分
分及び臭気成分の吸着（臭気発生源の-

化），④通風・換気ての水分低減化によ
る臭気

発生の抑制（舎内乾燥による腐敗性徴生物酋

動の抑制），⑤適切な飼養管理の励行（粉塵発

生の抑制，清掃作業等による臭気発生i原の絵



去）などてある。また，ふん尿処理施設等て‘

〇臭気発生防止の基本は，①舎外へ搬出され

屁ん尿を早期に処理（腐敗性微生物活動の

醐，②ふん尿処理施設稼働状態の適正・順

訛（過負荷防止， トラブル発生防止等），③

展し推肥利用による低級脂肪酸類発生抑制な

t'てある。

最近，酪農牛舎ては天井に設けた直下型換

請て大量の温まった乾燥空気を床上に強制

謀し，床上のふん尿等の材料の乾燥を図る

拭が普及しつつあるが， この方式は材料水

籾低減により腐敗性微生物活動を抑制し，

訊発生を防止するものと言える。

現在，多種類の微生物資材・酸素剤等が利

開されているが， その臭気の抑制機構が不明

/iものが多く， その効果が明確てないものも

秘のが現状てある。農林水産省の行政部局

(Iぶそれら効果確認等の調査事業を実施し

rいるが，農林水産技術会議のプロジェクト

耽「通称；ふんプロ 」として，ア。微生物

1: よるアンモニア発生機構の解明と防除技術

り開発，イ。微生物新索材の探索とその無臭

頃構の解明，ゥ。高能力無臭化微生物の選

駈及び特性解明，工。液肥における臭気発生

輯）解明と関連微生物の選抜，オ。養鶏用

賄成分が悪臭物質生成に及ぼす影響の解明

頃l御技術の開発等の甚本的な諸問題解明の

富）研究が平成 6年度からスタートしてお

り，それらの成果が期待される。

1発生臭気捕集技術

臭気の発生を抑制してもどうしても発生す

悽気は捕集し，後記の脱臭装置て無臭化し

しければならない。臭気発生源は主と して畜
+, 

mふん尿処理施設に大別されるが，ふん尿

翡設て発生する臭気の捕集は比較的容易

であるが，畜舎て発生する臭気の捕集は困難

租という特徴がある。ウィンドレス（無

窓）畜舎ては強制換気により発生臭気の捕集

は容易てあるが，我が国ては開放型畜舎が多

く発生臭気の捕集は容易てはない。それゆえ，

今後は畜舎内ての臭気発生源付近から局所的

に強制換気する技術の開発が望まれる 。なお，

前記「ふんプロ」ては「畜舎内汚染物質の舎

内捕獲技術の開発」が進行中てあり， その成

果が期待される 。

3 . 脱臭技術

捕集された臭気を無臭化する脱臭技術には，

①水洗法，②燃焼法，③吸着法，④薬液処理

法（中和法），⑤生物学的脱臭法，⑥空気希釈

法，⑦マスキング法，⑧オゾン酸化法などが

ある。それらの特徴・問題点等からみて畜産

分野ては，臭気成分を一旦土壌等の材料の水

分に溶解若しくは材料に吸着させて材料中に

保持した後に，微生物の働きを利用して無臭

化させる生物学的脱臭法が運転・維持管理技

術や運転経費等の面からみて今後の普及が望

まれる。

その代表的な索材としては，土壌（火山灰

土壌）が用いられているが，関東 ・九州地方

などの特定地域に分布している土壌に限定さ

れることや広い面積規模を必要とすることな

どの問題点がある。土壌の代替物質として水

耕栽培の培地に利用されているロックウール

を主原料とした脱臭材料が開発・実用化され

てつつある。土壌脱臭法に比べてロックウー

｝レ脱臭法ては， その装置規模が 1/5程度に

縮小されているという特徴がある。

土壌やロックウール脱臭材料は，ふん尿処

理施設等て発生する臭気に対応するものとし

て開発・利用されているが，畜舎換気などは

大風量て低臭気ガス濃度てあるという特徴が

あるため，ガスが通り易い（通気抵抗値の低

い）生物学的脱臭材料の開発が求められ，前

記「ふんプロ」研究の中て', 「低濃度大風量臭
□
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気ガスの脱臭技術の開発」が進行しつつあり，

その結果が期待される。

養豚経営ての尿汚水浄化処理施設としての

活性汚泥法ては，水中の微生物等の働きて‘汚

濁物質を分解・浄化するが， その微生物群に

は臭気成分を無臭な成分に変える働きをする

微生物も含まれているため，活性汚泥浄化施

設ての余剰汚泥を利用した活性汚泥脱臭法も

有効な技術てある。本方式は，下水処理場等

ては利用されているが，畜産ては実用化技術

としての完成が望まれる。

オゾン酸化脱臭法は，最近畜産臭気にも適

用されることがあるが，オゾンの実用的添加

量からみて臭気成分の部分酸化に止まってい

る。オゾン自体の芳香によるマスキング効果

が認められ，畜舎等ての薄い臭気ての改善効

果はあろう。しかし，オゾンは強烈な酸化剤

てあるために0.1~0.3ppmて人間の健康被

害を引き起こし， 15~20ppmて致死量となる

など危険な要索があることに留意しなければ

な らない。

おわりに

臭気発生を抑制する技術開発により，発生

する臭気の質，量のコントロールや低減が可

能となり， それに見合って必要とする脱臭装

置規模の縮小が可能となる 。 その結果，説臭

対策に必要な施設経費や運転経費の低減ヵ咽

られることになる 。 より低価格の脱臭技術開

発も必要てはあるが，臭気発生源ての臭気発

生をまず抑制・低滅することが重要てある。

それても発生する臭気が問題となるケースて

は，脱臭対策を実施することとなるため，臭

気発生機構の解明等の技術開発が強く望まれ

る。
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窒素リン等の排泄量を少なくする技循
武政正明(MasaakiTakemasa) 農林水産省 畜産試験場 栄養部栄養試験法研究室

1 . はじめに

家畜・家禽からてる排泄物処理の基本は農

地還元てある。しかし，還元てきる農地面積

は毎年着実に減少し続けている。また，大気，

水等の環境保全問題への国民の関心は急速に

高まっている。

このような情勢のもとて‘，いかに処理し利

用するかという従来型の研究のみの対応てこ

の問題を完全に解決することは困難といえよ

う。今後は，これまての観点に加えて，家畜

の生産性を維持しつつ，いかに家畜糞尿の排

泄量を低減するかという観点からの対応，す

⑩ 畜産技術 1994年 8月号

なわち栄養学的アプローチが重要てある。

2 . 排泄成分量低減の考え方

(1) 過剰給与防止

栄養的にある成分の排泄量を低滅させよう

とする場合， まず必要量（養分要求量）以上

に与えないことが基本てある。過剰に給与さ

れたものはエネルギーのように脂肪として暮

積されるものもあるが，ほとんどの場合，体

外に排泄される。

従って，①飼料設計段階て各栄養成分を品

来る限り過剰にならないようにするこ
と， ＠

飼料設計時の安全率を必要最小限とす
ること，



饒育段階によって異なる養分要求量に合っ

峠め細かな給与を行うこと，④正確な養分

表示に基づく給与，すなわち蛋白質てはアミ

／酸や有効アミノ酸， リンては有効リンとい

潅しい表示単位に基づいて飼料配合設計を

行うことが排泄量の低減に有効てある。

(2)消化，呼吸および体内利用性の改善

憮駄をなくすことに加えて有効なことは，

訛，呼吸等の改善を図り，体内蓄積率を高

りることてある。すなわち，家畜が摂取した

栄養素を以下に有効に利用させるかというこ

tてある。消化・呼吸，蓄積の効率は種々の

晏因によって変化することから， これらを何

らかの手段を用いて改善することによって，

龍成分量の低滅化を図ることがてきる。

なお，家畜，特に豚，家禽と反怨家畜ては

訛呼吸の機構が異なることから，改善の手

段は異なる対応が必要になる。

l. 排泄成分量の低減技術

輯成分量の低減技術の研究開発は，今，

翡I:ついたところてある。

従って，ここては，飼養標準に示されてい

る要求量を過不足なく与えることが基本てあ

妓したうえて‘， さらに排泄成分量の低減化

頃るための技術として，現時点て‘基礎的な

腔蓄積があり，今後，研究が進み，普及す

；とみられるもののいくつかを紹介する。

(1)アミノ酸バランスの適正化による豚，

象禽からの窒索排泄量の低減

原，家禽においては，単体アミノ酸を活用

してアミノ酸バランスを適正化し，飼料蛋白

貨水準をてきるだけ下げることによって，摂

蒻菜籠は低減し，窒素排泄量は低減する。

家禽の場合は，ある範囲まての低蛋白質化

Ii不足する単体アミノ酸を補うことによって

雑飼料にほぼ等しい成績を得ることはてき
；が
＼大幅な低蛋白質化は生産性の低下を招

illl...._ 

くようてある。産卵鶏ては14%前後が，プロ

イラー後期ては18%前後が単体アミノ酸添加

による低蛋白質化の限界らしい。換言すれば，

必須アミノ酸含量がたとえ要求量を満たして

いても粗蛋白質 (CP) 水準を低下させ得る

範囲には限界があるということてある。試算

してみると，産卵鶏の場合， トウモロコシ・

大豆粕飼料に，単位のリジンおよびメチオニ

ンを添加することによって，生産性の低下を

招くことなく飼料のCPを14%にまて低下す

ることがてき， その結果25%程度の排泄窒索

量の低減が見込まれる。

豚の場合は，アミノ酸添加による低蛋白質

化は，家禽以上に可能のようてある。肥育豚

ては，通常の飼料の CP水準16%を，アミノ

酸添加によって11%程度まて低下てきるらし

ぃ。この場合，試算によると，排泄量は約50

％減少する。

今後の最も大きな課題は，家禽，豚ともに，

飼料の低蛋白質化に伴って生ずる脂肪の過剰

蓄積の防止てあろう。

(2) bst, イオノフォアの利用による牛

からの窒素排泄量の低減

イオノフォア等の抗生物質や牛ソマトトロ

ピン (bs t) が飼料効率，窒索蓄積量およ

び体内利用性を改善することから， これらの

適切な使用は排泄窒索量の低減に有効てあろ

う。また，最近はアドレナリン作動性神経系

のf3受容体に特異的に作用するシマテロール，

クレンブテロールなどのf3ー作動薬の活用に

ついての研究も進められており，窒素蓄積量

の増加，尿中窒索排泄量の減少が示されてい

る。

ただし，これらが現場て‘利用てきる技術と

なるには，行政，消費者を含めてさらなる論

議が必要てある。

(3) 加工処理による豚，家禽からのリン排
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泄量の低減

豚，家禽の場合，フィターゼ活性をもたな

い飼料原料て‘，フィチンリンの含量が多く蛋

白質供給源としての価値をあまり期待しない，

例えば脱脂米ヌカのような飼料原料に対して

は，物理的にフィチンを分解する高圧蒸煮（オ

ートクレーブ）処理が有効てある。

天然に存在する飼料中のフィターゼを活用

することも有効てある。大麦，小麦，ライ麦

等は高いフィターゼ活性をもっており，これ

らを主要穀類源として使用することによって，

リンの排泄量は約20%低減てきる。麦類の種

類によってフィターセ芍舌性に大きな差異があ

ることから，用いる麦類を選択することによ

ってさらに大幅な低減も可能てある。

また，大麦，小麦あるいはフスマを水浸処

理（粉砕して一晩室温に放置）することによ

って，含有されるフィターゼの作用によって

フィチンが分解されて無機リンに変わり，家

畜のリン利用性が改善される。これによって

もリン排泄量の低減は可能てあるが，処理コ

ストに問題が残されている。

(4)飼料添加酵索フィターゼの利用による

リン排泄量の低減

最近ては，微生物が産生するフィチン分解

酵素”フィターゼ”の飼料添加が注目されて

いる。既に，欧州てはこの酵素は飼料添加用

として市販されている。最近の外国て行われ

た試験研究成績から推察すると，アスペルギ

ルス・オリーゼ（こうじカビ）が産生するフ

イターゼを有効リンの欠乏している飼料へ飼

R 畜産技術 1994年8月号

料 1kg当たり 500から1,000単位程度添加する

と，ブロイラー，産卵鶏，七面鳥などの家寓

におけるリンの蓄積率が改善され，その結果，

排泄されるリン量は30-50%低減されるよう

てある。この方法は，種々の方策のうち最も

大きくリンの排泄量を低減する技術として期

待されている。

一方，反桃家畜の場合は， Jレーメン微生物

がフィチンを分解することから豚や家禽に比

べてフィチンの消化率は高い。このため，豚，

家禽のようにフィターゼの添加による低滅効

果は期待てきない。
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畜舎汚水専用浄
化技術の開発

全自動運転型回分式活性汚泥法

(OXIDATION DITCH TYPE) 

本多勝男(KathuoHonda) 

椋JII県畜産試験場

l . はじめに

我が国の畜産において「ふん尿処理」が重要

な問題てあることは畜産関係者てあれば誰て‘

も認識している。

普通の畜産農家（例えば豚500頭飼養）が毎

日5000人分の屎尿に相当するふん尿を処分し

なければならないことを考えると，現場の苦

脳が生々しく浮かび上がってくる。また，我

が国全人口屎尿の1.5倍量にも匹敵する20万

トンの家畜排泄物が毎日排出されていること

を考えれば， この問題が我が国の畜産を脅か

す元凶に成長することを危惧する指導者の多

いこともうなずける。

ふんの処理については，有機農業やエコロ

ジーブームの追い風を受けて堆肥化処理が全

国て‘堆進され，生態系調和型農業や環境保全

型農業に不可欠な堆肥の供給源としての畜産

の必要性が認識されつつある状況から，対策

の方向が定まってきた感がある。

しかし，尿汚水については都市化や観光地

化が進む地域，家畜飼養密度の高い地域，飼

料畑を持たない養豚等て‘土地還元処理が困難

な状況になるとともに，有機質に乏しい尿汚

水を地力を高める有機質資材と位置付けるわ

けにもいかない状況から尿汚水対策の方向性

を見いだすことが困難な状態になっている。

2 . 汚水浄化処理技術の導入

一般に畜舎汚水のような有機性廃水（微生

物の栄養源が汚染物てある廃水）は活性汚泥

法と呼ばれる好気性徴生物を利用した浄化技

術により処理することが常識になっている 。

活性汚泥法は微生物の働きを上手に利用し

た低コストて浄化効率の高い有機性廃水の処

理技術てあるため，土地還元に代わり得る畜

舎汚水対策として活性汚泥法による浄化処理
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が古くから試みられていた。

しかし，残念ながらこれまてに設置された

汚水処理施設の評判は良いとは言えず，建設

費や維持費が高い上に管理が難しく十分な処

理がてきない等の理由て運転を停止している

例も多く見られる 。 このため畜産分野だけに

夢のような画期的高性能汚水処理方法が次々

と出回るが， これらの技術の様々な結果が汚

水処理技術に対する不信感を増幅するととも

に，畜舎汚水処理技術そのものまてが未開発

てあると誤解される原因にもなっている 。

このような状況てはあるが， i争化処理は今

後の尿汚水対策を考える上て‘不可欠な技術て‘

あるため， より高性能て‘コンパクトな浄化技

術の開発研究が各方面て進められている。

しかし，畜産よりはるかに進んだ技術を持

つ衛生工学の世界ては高性能て‘コンパクトな

浄化技術など珍しくもないし，活性汚泥法の

高性能化も世界てトップを争う程の技術レベ

ルまて進んて‘いる 。 これらを越えた新技術が

畜舎汚水用に開発される可能性はほとんどな

いし，またその必要性もない。なぜなら，浄

化処理技術に対する畜産関係者の不信感を払

拭てきるのは高性能て‘コンパクトな施設ては

なく，シンプルて｀故障せず，管理が容易て‘ラ

ンニングコストの安い施設なのてある。

活性汚泥法は下水・屎尿の処理て‘用いられ

ることが多く，専門管理者と自治体によるコ

スト負担を前提条件にして高性能化されてき

た。したがって， この前提条件を持たない畜

産農家が高性能活性汚泥法を使いこなせるわ

けがないのてあるから，高性能化よりシンプ

ル化の研究を進め，普通の性能て‘よいから農

家の管理程度て‘いつまても汚水を浄化し続け

ることがて:・ きる活性汚泥法の開発が必要なの

てある。畜産農家にも負担がてきる安いコス

トと簡単な維持管理て‘安定した汚水処理性能

R 畜産技術 1994年8月号

を発揮し続ける活性汚泥法があれば，その便

利さ故に，浄化処理技術を導入する畜産経営

が自然に増加してくるものと思われる。

3 . 全自動運転型回分式活性汚泥法

畜産の大規模化と都市化が同時に進行した

神奈川県ては土地還元に代わる尿汚水対策と

して浄化技術の必要性が早くから叫ばれ，現

在ては浄化処理を必要とするすべての養豚・

酪農家に，個別もしくは共同の汚水処理施設

が設置され，豚房面積300m'以上，牛房面積200

而以上に適用される厳しい水質汚濁防止法の

県上乗せ条例に対応している 。

このように他に例を見ない汚水処理施設の

普及は，畜産農家を始め市町村や農協の畜産

関係者及び県行政・指導機関の長年にわたる

熱意と努力の結果てあり，特に全畜産関係者

が還境問題を避けることなく真正面から取り

組むとともに，責任を共有しあう姿勢があっ

て実現したものてあるが，神奈川県が自ら枝

術開発した「畜舎汚水専用の活性汚泥法」に

より，農家を始め畜産関係者の間に浄化処理

技術に対する不信感が生まれなかったことも

汚水処理施設普及の一因になっている。

そこて，神奈川型回分式活性汚泥法と呼ば

れている， この畜舎汚水専用浄化技術の開発

経過を述べ，性能や特徴について紹介する。

(1)技術開発研究の概要

畜舎排水が規制対象となる水質汚濁防止法

に対応するため，神奈川県ては昭和40年代に

入ると畜産試験場にふん尿処理専門の担当科

を今国に先駆けて設置し，本格的に汚水浄化

処理技術の研究に取り組み，次のよ うな研究

を行って「畜産農家のための活性汚泥法汚水

処理技術」を開発した。

①嫌気性浄化槽の機能調査。活性汚泥法処理

~ 



tの併用試験（嫌気性処理ては水濁法への

対応が困難てあること，活性汚泥法単独処

理が畜産に適することが判明）成績報告21

怜種活性汚泥法の検討。 OXIDATION

DITCH 

惟化渇ーによる汚水処理（標準法，接触酸化

法，付着活性汚泥法，表面機械曝気法，酸

闊法の試験を行い， 0.D型曝気槽を表面

輯曝気する活性汚泥法が畜産に適してい

ることを究明）成績報告31,34

誌性汚泥法に関する研究 I。飾別効果に関

謬研究（回分式運転法が連続式より畜産

這していることを究明，投入汚水濃度の

輝を把握，各種飾の性能を調査し畜産に

適した平型振動師を開発）成績報告47

悔性汚泥法に関する研究II(回分式活性汚

昆法の全自動運転技術を確立，余剰活性汚

隠の発生抑制技術を開発，畜舎消毒薬の影

9を確認）成績報告56

沫畜ふん尿処理の体系化（ふん尿分離型豚

含構造と汚水を滅らす給水器を開発， 畜産

這した余剰活性汚泥処理技術を開発，豚

識用のパイロットフ゜ラントにより神奈川

詞分式活性汚泥法畜舎汚水処理技術を確

立）研究報告59

⑥牛舎排水の活性汚泥法処理（牛舎排水量と

性状を把握し，回分式活性汚泥法への適用

条件を究明）研究報告59.61

このような 7年間にわたる多くの研究から

畜舎汚水専用の浄化技術が開発されたが，以

後，県内の養豚・酪農家に本技術を普及させ

るとともに現地試験 ・調査の結果（研究報告

60,62,63)から次々と改良を進め，本技術の適

用範囲を広げるとともに完成度を高め，現在

まてに畜産農家はもちろん畜産試験場を始め

とする公的機関や県外を含め て約250基の汚

水処理施設が同一方式て設置された。

(2) 汚水処理の概要

図 1に処理のフ ロー を，図 2に平面配置図

の一例を示す。畜舎汚水はスクリ ーンと沈砂

槽て大形固形物や土砂を除去された投入槽に

流入する。投入槽貯溜汚水は 1日に 1回振動

師て‘固形物を除去されて曝気槽に流入する。

この時汚水量と同量（牛舎汚水の場合は 4倍）

の希釈水が曝気槽に投入される。

曝気槽ては21時間の機械曝気が行われ，汚

染物が活性汚泥微生物により分解される。

こ →／→二王長ゲ
豚 舎 スクリ ーン沈砂槽 投入槽 振動節

搬出処分
乾燥固形物

汚泥浄床

図 1 全自動運転型回分式活性汚泥法フローシート
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汚泥浄床

図 2 平面配置図の一例

曝気終了後 1時間の静置により活性汚泥微

生物を沈澱さ せ，上澄液を消毒後放流する。

何等かの原因に よる異常事態に備え処理水

と同量の希釈水が用意されている。希釈水は

24時間の曝気時間の間に井戸水により補充さ

れる。以上の運転操作はタイマー とレベルス

ィッチにより毎日定時に自動運動が繰り返さ

れる。なお，余剰活性汚泥は 2週に 1回程度

汚泥濾床に移送されて乾繰処理される。

(3)処性能，維持管理，必要面積 ・費用

表 1に研究報告60,62に報告されている現

地施設（養豚家 2' 酪農家 2)の冬期の汚水処

理性能を示 した。な お，表中の除去率は施設

全体の除去率てあ るから，当然沈砂槽や振動

師の除去率も希釈水による単純な濃度低下も

除去率として計算されている。

本法は日常運転操作が自動化されているt

め，管理作業としては除去固形物の搬出作業

と2週に 1回行う余剰汚泥処理に伴うバルブ

切り替え，乾燥汚泥の搬出作業程度てある。

機器類の使用が少なく，近年の改良により

無注油脂の機器を用いるとともに自動操作盤

まてステンレス製てあるため，機器のメンテ

ナンスや塗り替え塗装の必要もない。

施設設置に必要な面積は豚 1頭当たり0.3

而程度，建設費用は規模や設置条件により異

なるが1.5-2万円程度が現時点て必要（あ

る（牛は豚の10倍）。ランニングコストのはと

んどが曝気を主とする電力費てあるが消謡薬

表 1 全自動運動型回分式活性汚泥施設全体の汚水処理性能

k酪農（乳牛100頭） N酪農（乳牛70頭） Y養豚（豚300頭） S養豚（豚500頭）
- -

汚 水放 流水除去率汚水放流水除去率汚水放流水除去率汚水放流水
除去辛

2、970 82 
97,2% 

8 600 I 6 
99,8% 

14,036 41 
99,7% 

1,612 15.5 
99,0% 

731 6.5 
99,1% 

10'/叫 100以下／叫---

項目

COD 997 22 97.8% 2,876 46.5 98.4% 834 14 98.3% 

BOD 2,646 II 99.6% 8,394 12 99.9% 2,533 6 99.8% 

ss 2、237 35 98.4% 5,960 43.5 99.3% 1,201 26 97.8% 

T-N 855 8.3 99.0% 4,186 81 98.1% I, 784 13 99.3% 

NH,-N 597 3.5 99.4% 3,004 49 98.4% 1,332 II 99.2% 

大腸菌群 10ツ叫 100以下／叫
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Blプロワー

返送汚泥

.. 
放流水

汚泥処理装置

図3 一般的な連続式活性汚泥法の概要

翡を含めて，豚一頭一日当たり約 2円程度

［牛は10倍）が必要て‘‘ある。

(4)全自動運転型回分式活性汚泥法の特徴

闊3に示す標準的な連続式活性汚泥法と比

復して本法が持つ「畜産に適した特徴」の概

牡以下に述べる。

潰気槽の形状（縦型曝気槽は深い水深のた

瑾積を節約てきるが最深部への送風や上

瑾のための電カロスが大きく底部の対流

渇りやすい。写真 1に示す楕円形の酸化

加整流板を設けていることもあって槽内

全体て無理のない横対流が行われ，曝気と

桁拌を兼ねる表面機械曝気により電カロス

がないため同一容積て‘比較すると所要馬力

呪～％に減少するとともに，浅い水深の

I、‘め土木建設費も安くなる。）

蒻気方法（散気管の微細な穴は目詰まりし

0.D(駿化溝）， 整流板，横軸エアレーター

易く，目詰まりにより圧力が高くなって送

風量が減るとともに気泡粒が大きくなり表

面積が減少し，酸索の溶解率が悪化する。

畜産における浄化機能悪化原因のはとん

どが曝気槽の酸素不足てあり，酸素不足状

態のまま汚水浄化を行わせる維持管理は専

門家にも不可能て， とても畜産農家の手に

おえるものてはない。さらに厄介なことは

散気管の目詰まりや送風機の能力の低下が

序々に進行することて‘‘ある。落存酸索濃度

の測定や散気管の定期交換を期待て‘‘きない

畜産農家の管理て｀は，曝気槽の酸索不足を

気付かずに運転している例が多く，このこ

とが活性汚泥法の維持管理が難しいと言わ

れる主な原因になっている。写真 1に示す

横軸エアレーターが図 4に示すメンテナン

スフリ ーの曝気装置を使用する本法ては機

械が回転している限り施設設置当初の溶存

酸素濃度が保たれ続けるため，酸索不足に

よる発泡や処理水性状の悪化に頭を悩ます

こともない。）

③曝気槽の容積（高性能な活性汚泥法はど曝

気槽が小容積になっているが，汚染物の分

解は同じ微生物群が行うのてあるから，高

性能とは単に微生物の最高能力が常に発揮

されるものとして設計されているか，最高

能力発揮条件を常に与え続けることを管理

畜産技術 1994年8月号 。



条件とする施設なのてある。本法ては汚染

物分解微生物を大量に用意することが高性

能てあるとの考えから曝気槽を標準法の約

2倍に，高性能と言われる活性汚泥法の約

3倍の容積に設計してある。大容量の曝気

槽は汚水の量や性状，水温などの様々な変

動に対する余裕と浄化機能の安定を約束す

るものてあり，決して低性能を意味するも

のてはない。）

④余剰活性汚泥対策（高性能とは微生物に大

量の栄養を与え続けることてあるから，微

生物の増殖が対数曲線を描き，大量の余剰

汚泥が発生する。大量の余剰汚泥は汚泥脱

水機て‘処理する以外に方法がないが，高価

格が畜産農家への導入を妨げるとともに，

過去の導入例をみても凝集剤費用と毎日の

運転管理に対応てきず宝の持ち腐れになっ

ている例が多い。本法ては大容量曝気槽の

設定により徴生物への栄養供給が少なくな

り， その結果余剰汚泥の発生が抑制されて

汚泥濾床による簡易処理が可能になる。た

とえこのために大容量の曝気槽を建設して

も脱水機の購入，運転と比較すれば，安く

簡単な結果が得られ，さらに， i争化能力の

R 畜産技術 1994年8月号

ゆとりさえ確保て‘‘きるのてある。）

⑤回分式と連続式（回分式は活性汚泥法の厩

点て‘‘， なによりもシンプ）いなことが特徴て

ある。最終沈澱槽が不要となり，汚水の迅

続投入や汚泥返送の管理も要らない。最終

沈澱槽から越流する浮上汚泥や軽い汚詞I:

よる処理水質の悪化に頭を悩ます必要もな

い。高性能な連続式に付設される最初沈爵

槽は沈澱汚泥の連続的処理が絶対条件てあ

り，脱水機による汚泥処理がてきなくなっ

た時点て最初沈澱槽て除去されるはず靡

染物が曝気槽に流入し，除去を見込んて小

さく設計した曝気槽ては処理することがて

きなくなる。このようなことを考える頃

分式は汚水処理が本業てはない畜産晨家I:

とって最適な運転法と言える。）

4 . おわりに

畜産農家にとって良い汚水処理施設とは最

新技術を駆使した高性能て‘コンパクトな膀設

てはなく，維持管理が容易てランニングコス

トが安く，故障が少なくで性能にゆとりが有

り浄化機能が安定している施設なのてあるか

ら， ここに紹介した汚水浄化技術の特徴は，

そのまま畜産農家が汚水処理施設を選ぶ時の

チェックポイントになる。

浄化処理技術が未開発てあるとして， 各方

面て新型高性能汚水処理施設の開発研究が追

められているが，畜産関係者は先端技術，バ

イテク，高性能， コンパクト等のキーワー
ト，＇

に惑わされることなく，冷静に畜産（農家）

への適合度をチェックする必要がある。

畜産農家に適した汚水処理施設を一つ-つ

丁寧に設置していくことが，時間はかかるが

浄化処理技術に対する不信感を取り，、
幹〈着実

て有効な手段なのてある。

____,,,,. 



技術情報 1 はじめに

小数の例外を除いて哺乳動物は，鋭敏な嗅

覚を持っている。私たち人間はこの小数の例

外の中に含まれているにも関わらず，におい

は私たちの食欲や嗜好性と密接な関係を持っ

ている。それては，人間より嗅覚が発達して

いると考えられる哺乳類の草食家畜ては，に

おいと嗜好性の関係はどうなっているのてあ

ろうか。残念ながら，においにより嗜好性が

どの程度左右されているのか，さらに，食欲

を湧かせてたくさん飼料を食べさせるような

におい物質があるのかといった疑問に答えて

くれる研究は余りなかった。ここては，家畜

だけては研究の報告例が少ないのて‘，家畜以

においと家畜の嗜好性

土肥宏志(HIROSHIDORI) 

農林水産省 草地試験場

外も含めた草食哺乳動物におけるにおいと嗜

好性に関する研究について報告する。

2 家畜の採食における嗅覚の重

要性

採食可能な草が何種類もあり自由に行動て‘

きる放牧条件下ては，家畜の採食は選択的に

行われている。このような状況下て，嗅覚を

生態部家畜生態研究室 外禾斗的に除去したヒッジと正常なヒッジの採

水野和彦(KAZUHIKOMIZUNO)食植物の種類を比較した結果，両者の間て‘採

農林水産省 草地試験場
育種部育種第一研究室 食した草の種類にはかなり差異のあることが

塩谷 繁(SHIGERUSHIOY A) 報告されている！）。このことは，選択的な採食

農林水産省草地試験場 つまりヒッジの嗜好性に嗅覚が重要な働きを
放牧利用部放牧管理研究室

していることを示している。

3 嗜好性を左右するにおい物質

草食動物においても，ある植物を採食する

ということを決めるときには，嗅覚が重要な

畜産技術 1994年8月号 . 



表 1 草食動物（哺乳類）における嗜好性に関連するにおい物質

動物 嗜好性

良い 悪い

ヒッジ 酪酸 タンニン酸

グルタミン酸 シーダーウッドオイルa

プロピオン酸
アミ）レア）レコール

グリシン
ウインターグリーンオイルa

ペパーミントオイルa

アニスオイルa

5 —ヘキセンー 1 ーオール

ペンシルパニア モノテルペン化合物a,b

ハタネズミ （リモネン， ミルセン等を含む）

(Microtus 

pennsylvanicus) 

カンジキウサギ ピノシルピン

(L epus amencanus) ピノシルピンメチルエーテル

ミュールジカ モノテルペンの酸化物a,b

(Odocoileus 

hemionus) 

アカジカ モノテルペン化合物

(Cervus elaphus) ポーネオール
リモネン
テルピノーレン

“—ピーネン

a : 単一の化合物質ではない。b:間接的な証明。

働きをしていることが判った。それては，嗜

好性を左右するにおい物質には， どのような

ものがあるのてあろうか。 32種類のにおい物

質のヒッジ2)に対する嗜好性を調べた研究が

あるのて‘， この中から嗜好性を変化させた物

質だけを表 1にまとめてみた。嗜好性の悪い

におい物質が多く，嗜好性の良いにおいは，

酪酸とグルタミン酸のみてあった。

他の草食哺乳動物ては，カンジキウサキ沼），

ペンシルバニアハタネズミ 4), ミュールジカ 5)

やアカジカ 6)の嗜好性に関係するにおい物質

の研究が行われている。研究例は少なく，ま

た，いずれも嗜好性の悪いにおいについての

研究てある。特にモノテルペンとその誘導体

は，嗜好性の悪い傾向がある。

⑳ 畜産技術 1994年8月号

4 牛におけるにおいと嗜好性

牛に関しては， ほとんど報告がないのて著

者らの研究を以下に述べた。牛が放牧地に排

泄した糞の周囲の草を食べないため，この蔀

分の草が繁茂している状態（不食過繁地）の

原因を明らかにするため，牛糞のにおい物質

の分離を行った（内容の一部は文献 7)に掲

載）。その結果，牛の嫌いなにおいの画分1:

は，大環状ラクトンの 9ーシクロオクタデセ；；

-1, 18ーオリド (C1sHふ） と大環状ケ卜；；

のシクロノナデカノン (C19H360)と推定され

る物質が含まれていた。これらの物質の合成

品は市販されていないため， まだ直接の抑制

作用は調べてない。 しかし， これらと化学構

造やにおいの性質が似ている物質の一p
呵に1ふ



卿よ弱いが牛の採食を抑制する作用を示す

切があった。

草地試験場の水野・塩谷らの研究により，

オーチャードグラスの国内外の延べ14品種の

間には牛の嗜好性に有意な差異があり，特に

77ンスの品種「Lude」の嗜好性が他の品種

1: 比べて年次・香節を問わず安定して高いこ

tが明らかにされてきた（内容の一部は文献

8)に掲載）。この成果を踏まえて嗜好性試験

はり嗜好性に差異が認められたオーチャー

ドグラスの品種について， その植物体中に含

iれるにおい物質の比較を行った。比較方法

ししてガスクロマトグラフ・質量分析計を用

い，これらの品種に含まれるにおい物質のガ

スクロマトグラム上の保持時間と質量スペク

牛1糞

エーテル抽出

I 
エーテル抽出液または揮発性物質

エーテル溶液エーテル溶液エーテル溶液

（塩基性） （酸性） （中性）

I 
シリカゲルクロマトグラフィー

高速液体クロマトグラフィー

戸Fr.9-3 Fr.10-2 

I 
ガスクロマトグラフ・物質分析計

~ 外吸収J析計 40 
0 。 2重結合の位置の決定 Cyclononadecanone

9-Cyciooctadecen-I、18-olide

図1 牛の採食を抑制する画分に含まれるにおい物質

3
 

H
 

c
 ゚

OH

口
〉
竺
↓

:OOH[
、
ルサ

C20H3s 
鎖状の炭化水素？

↓ 

CH2CHO 

ロ
卜セア

ド
~

レ
ヒ

,＇’・ ニ

デ
エ
ル

フ
ァ

Artifact 
▼ 

C20H32 
センプレンと類似

Lucie等に含まれる

特異的なにおい

／ 分析条件

試料： IμI (スプリットレス）

カラム： HiCap CBP-M25-0. 25 25m x O. 22mm<f, 
カラム温度： 50℃ (2.5分間保持） 6℃ /min 300℃ (10分間保持）
キャリアガス： He (O.Skg/aTI') 

注入口温度： 250℃ 

イオン源温度： 250℃ 

イオン化電圧： El 70eV 

15 
保

25 
持時

35 
間（分）

45 55 

図 2 オーチャードグラスのにおい物質の分析

オーチャードグラスに含まれるにおい物質を，ガスクロマトグラフ・質量分析計により

分析した。上に示した結果は， Ludeの 1992年 7月の 3番草を用いて得られたものである。
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トルを測定した。その結果，「Lude」を含めた

フランスの品種の多くには，他の品種にない

特異的なにおい物質が含まれていることが明

らかとなった（図 2)。さらに，他のイネ科牧

草に比ベオーチャードグラスのにおいの特徴

的な傾向は，バニリンなどの芳香族化合物を

多く含むことてある。

これまて，家畜に対して嗜好性の良いにお

い物質の研究はほとんど行われていないこと

から，著者らは嗜好性の良いにおいを解明す

るため， これらの牧草中に含まれるにおい物

質を飼料に添加して飼料の嗜好性が改善され

るかについて研究している。
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戸塁謳

創立30周年を迎えた

島根県立家畜衛生研究所
安部哲夫 (TETUOABE) 島根県立家畜衛生研究所長

1. はじめに

鰭は，昭和30年代畜産が農業の選択的拡

埠門として進展する中て‘創設された。その

後今廿まて病性鑑定，家畜疾病の予防や試験

観並びに家畜衛生技術面の指導等に関する

註した専門機関として本県の畜産振興に大

訳寄与し，昨年創立30周年を迎えた。この

闘産環境は著しく変化した。需要ニーズは

肋生産から安全・高品質な質的生産へと変

り，飼育形態もさらに大型化・低コスト化の

方向に進みつつある。昨年島根県は， 21世紀

帽頭に向けて農業振興の基本となるべき

「しまね21世紀農業・農村プラン」を策定し

I:。この中て畜産は農業粗生産額の 3割を占

りる基幹部門として位置付けられており，今

後は効率的な生産と安全て｀高品質な畜産物の

囀てこれまて以上に家畜衛生に係る技術

対応が必要となることも想定される。

L沿革

紐鑑定と防疫措置の迅速化を図るため昭

蜘35年から始まった国の病性鑑定施設整備事

纂
により昭和38年 8月， 出雲市に創設された

粒当初に業務科と研究科を置き，病性鑑定

速速化を図ると共に大田市三瓶町に放牧衛

囁の研究のため三瓶試験地を設置した。

漏数度の内部機構の改組と施設整備を経

て，昭和53年，複雑多様化する業務の対応と

建物の老朽化及び周囲の市街化により現在地

に新施設を設置した。

3 . 位置及び交通

所在地 出雲市神西沖町918-4(TEL. 0853 

-43-2455) 

交 通 JR出雲市駅から一畑バスて大田

バス センタ ー行きに乗車，国道 9

号線の大島沖停留所下車，徒歩 5

分

4 . 組織及び施設

1)機構及び人員

所長ー所長補佐ロイ；：部::門

2) 用地及び施設

総数 8人

（定員数 6人）

研究員数 5人

①用地面積 7, 01 1. 68m• 

②建物及ぴ施設 m' 

区 分 面 積

事務室・検査室

本 館 研脩室・図書資

料室など787.80

解 剖 室 1棟 28.00 
附 試験動物舎 2 // 77. 76 
属

排水処理施設 I II 30.80 建
物 ポイラー室 I // 33.00 

車庫・倉庫 II // 32.00 
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と「集団管理1:

4
 

B
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jJ 
z
 

な要請のあった「放牧衛生」

ともなう多発疾病」を主要課題として設定し

具体的な検討を重ねてきた。

概要は次のとおりてある。

その主な成果IJ)

三
5 . 業務

業務は，病I:生鑑定と家畜疾病の試験研究の

外，畜産物の品質検査，畜産環境に係る検査

及び家畜疾病の調査指導を行なっている。

1)病性鑑定

(1) 最近の家畜別病性鑑定例数

年度牛 豚 鶉その他

1,888 

1,494 

2,267 

2,039 

1,869 

元

2

3

4

5

601 

I ,321 

360 

243 

445 

182 

175 

181 

161 

53 

61 

72 

33 

59 

54 

合計

2,732 

3,062 

2,843 

2,502 

2,421 

過去30年間の病性鑑定の中ては，牛のヘモ

フィルス・ソムナム感染症及び豚レンサ球菌

（ランス フィルド血清型R群）感染症等，我

国て‘‘初め て確認されたもの。あるいは牛のリ

ステリア ・モ ノサイトゲネスによる死産，豚

インフルエンザ，牛の中皮腫及び鶏貧血性因

子 (CAA)による鶉貧血症等極めて稀な事例

も確認 して きた。

2) 試験研究

創設当初から多くの研究課題の中て‘‘時代的

(1)牛のマラビ中毒 (S43-45)

昭和40年初頭県下の放牧場て‘‘全身の出血性

変化を伴う急死例が多発し原因究明と防除対

策が課題となる。発病再現讃験により原因が

ワラビ中毒てあることを証明。中毒籠の推定，

発病に先行して血液性状の変化を確認。血液

検査による診断と予後の判定甚準を定め早期

診断指針を作成した。

(2)牛の流行性異常産・アカバネ病 (S47-53)

昭和47年-50年にかけて牛の異常産が全国

的に発生，県内ても多発して防除対策が課題

となる。抗体調査による流行予測の中て凋期

性の変化 (10年周期→ 3-5年へ変化）を籠

認した。流行予測は引続き継続中。

(3)牛のヘ モ フィルス・ソムナム感染症

(S52-H 3) 

昭和52-53年にかけて県下の肉用牛多頭餌

育場て‘原因不明て‘急死する疾病が発生し対策

が必要となった。主要病変（化膿性髄膜脳脊

髄炎・脳血栓及び軟化，敗血症）の確認。原

因がヘモフ ィルス・ソムナス菌て‘‘あることを

証明。抗生物質の群一斉投与による続発防止。

血清および免疫組織学的な方法による早期診

断とワクチンによる予防効果を実証した。り1

続き課題として検討中てある。

(4)牛の脂肪壊死症 (S43-H5)

昭和43年頃から肉用牛て腹部脂肪が硬化し

(2) 検査項目別病性鑑定取扱例数

年度 病理 細菌 ウイルス寄生虫

元 209 3,486 

2 146 I, 707 

3 129 I、362
4 180 744 

5 117 1,113 

843 

I, 764 

344 

343 

93 

141 

58 

83 

18 

60 

生化学

791 

364 

357 

690 

770 

臨床

21 

64 

108 

46 

15 

環境保全

21 

41 

26 

26 

31 

その他

545 

503 

541 

536 

411 

合計

6,057 

4,647 

2,950 

2,583 

2,610 

~ 畜産技術 1994年 8月号



湯管狭窄のために慢性経過て‘へい死する疾

月が発生，対策が必要となる。 と畜場ての発

躾態調査て潜在的な発生率が 3%以上，腸

『疇脂肪組織の壊死硬化・結合組織の増殖

沸う腸管圧迫等の共通病変を確認。治療薬

靭選別と効果的投与法を設定。現段階ては

謹I:3 -6ヵ月以上の期間が必要てあるこ

tを確認し引続き検討中てある 。

i1最近の主な試験研究課題

課題名

I. 牛ウイルス性下痢・粘膜病の予防に関する研究 I 

1. 家畜の集団飼育施設における衛生管理技術の検討 I

3, 家畜疾病の病理免疫組織学的診断技術の検討

4, 日和感染症の発生要因と防除に関する研究

6 . おわりに

近年急性伝染病の発生が抑止され，家畜衛

生は比較的平穏に推移している 。 しかし慢性

疾病， 日和感染症，生産病等による生産性阻

害を引続き防止す ることが課題てあ` り，この

解決のため今後共職員一丸となって取組んて‘

ゆく所存て‘す。関係機関の一層のご指導• こゞ

協力をお願いする次第てあります。

実施年次

H 

4~8 

H 

3~7 

H 

3~7 

H 

6~10 

.•.. ー・ー・ー・-・-・-----・------ー・-------ヽ-----ヽ一ヽ＿、------ー・--ー--・一ヽ-------ヽ----一------ヽ---・ー・ー・一ヽーヽ---、＿、ー・＿、-------、---------・---、一------------、---、-------・--一---一ヽ一

今月の表紙

対州馬
ジーンバンク事業の一環として長崎県から収集した対州馬てす。（家畜改良センター十勝牧場繋

養）

今年も元気な子馬が生まれました。 とてもかわいいのて｀捕まえて撫てたくなりますが、そう簡

単には捕まりません。毎日、少しずつだましだまし馴致しています。

長崎市内てみるように、荷物を駄載して石段を登り下りするには、時間をかけて、根気よく調

教することが必要て‘す。

ー・—•一·-· 一•一●ー・ー・-・-・ー・-·- · - ヽ -· -・— a ―ヽ -·-·- · - ·ー・―鼻一・-・一・-・—身ー・ー ・ - ·ー・一・-・一・-・一・-・-・-・ー・ー・一 -ヽ・-・-・-・-・-ヽ一ヽ一・-・一・-・-・-・-・-・-・—·- ヽ ーヽ-· -·-·-·-·-·- · - · - ·一・-・-・

h正とお詫ぴ

畜産技術 7月号 (470号）に誤りがありましたのて，下記の通り訂正し，深くお詫び致します。

頁

P41上から 4行目

P41上から 10行目

P41下から 9行目

P41下から 3行目

誤 正

「畜産技術に関する技術上業務」 「畜産技術に関する技術土業務」

「堕備投査J

技術業務の開発

情報の交換等主ては

「堅備投資」

技術士業務の開発

情報の交換等ては

畜産技術 1994年8月号 ~ 
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山内健治(KENJIYAMAUCHI) 
農林水産省 家畜改良センター

主 旨

家畜改良センター・牧場においては，受精

卵移植をはじめとした畜産新技術に関する枝

術開発・実用化を推進しているところてある

が， これらの技術実用化の展開を図るため1:

は，都道府県技術者との連携はもとより，こ

れまては直接的な結び付きが少なかった各他

域における民間の中核的な技術者との交篇を

深め，家畜改良センター・牧場を拠点としt

技術者ネットワークの構築を図り，技術者が

直面している普及上・技術上の課題や畜産現

場ての技術的なニーズを汲み上げつつこれら

に対応していくことが不可欠てある。

このため， その足がかりとしてこれiて家

畜改良センター及び関係牧場におけるET枝

術研修に参加した技術者個人及び研修に旅祖

した団体を対象に，①これまて実施してきt

ET関係研修のレビュー，②地域動向の把握，

③地域の課題・問題点，技術ニーズの把握等

を目的としたアンケート調査を行った。

II アンケート調査結果

1 調査対象及ぴ回答状況：今回のアンケー

ト調査は，家畜改良センター及び牧場におい

てET関連技術の研修を受講した技術者個人

約310名と所属技術者を研修に派遣した150目

体を対象に，平成 5年 7月に行った。回答状

況については，個人が177名 (57%),団体が

100 (67%)て', 一般的にこのような調査iJ)回

収率は30%程度てあれば成功といわれている

が，今回の回収率は60%弱と非常に高く，
1 

た，回答表に綴られた熱意のこもった書酎

らET技術における家畜改良センター及び牧

場と各研修受講者との結びつきの強さが感じ

られた。回答者の内訳は表 1のと
おりて`ある。

2 ET関係業務への従事状況： 回口 し
笠しf'70
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農1回答団体又は個人回答者の内訳

内 訳 回答団体 個人回答者

鑓府県関係機関 31 (31.0%) 37名(20.9%) 

市町村関係機関 9(9.0%) 14名(7.9%) 

9簗協同組合 26(26.0%) 43名(24.3%)

9菓共済組合 18(18.0%) 49名(27.7%) 

睛企業・団体 10(10.0%) 16名(9.0%)

月業獣医家 3(3.0%) 10名(5.6%)

牧場・酪農家 I (1.0%) 4名(2.3%)

＇教育関係機関 2(2.0%) 4名(2.3%)

1 合 計 100 177名

0i (123名）の者が，農家ての移植業務，技術

碍，試験研究等て現在も ET関係の業務に

雑していた。一方，非従事者の理由として

ふ県市町村に属する技術者（以下，「県等の

も術者」という。）については人事異動や退職

(88%), 民間機関等に属する技術者（以下，

蹟技術者」という。）については所属する

熊が未実施 (39%)が理由の第一てあった。

比，回答者の移植現場における成績につい

直，個人的な受胎率の高低はあるものの，

耽後の受胎率の平均（加重平均）は，平成

l年度45.0%, 4年度43.7%, 累計て42.1%

：なっており，畜産局が発表している全国の

訥受精卵の移植成績とはぱ一致していた。

l ET研修に関するレピュー：家畜改良セ

yター・牧場における ET研修に対する評価

,: ついては，大変役立った (78%)及びまあ

切役立った (21%)て', 回答者の99%は役

tったとしている。また，具体的に役立った

舟は何かということについては，実技指導に

；る技術レベルの向上 (36%), ET事業を開

始するための技術導入として役立った (28

％），実際的な豊富な実習により経験を積むこ

とが出来た (24%)等が挙げられている。ま

た，他の技術者との連携，情報交換の場とし

て有用とする意見もみられた (9%)。

研修後職場に帰ってから技術の詳細や問題

点についてセンター・牧場に問い合わせや相

談したことの有無については，一部の者は頻

繁に問い合わせているにもかかわらず，研修

終了者の73%は研修後に問い合わせをしてお

らず，センター・牧場が気楽に問い合わせや

相談に応じられるような仕組み作りが必要て‘

あると思われた。さらに，研修の内容や実施

に関する要望事項として，全体ては実習部門

の一層の強化・期間の長期化が (31%)て-,

次いて‘体外受精技術や雌雄鑑別技術等の技術

の高度化・細分化に対応した高度技術研修の

開催(26%), 初心者と経験者に分けるなどレ

ベル別の実施 (12%), 受講後ET業務に従事

している者に対する技術のリバイズやチュー

ンナップを行うフォーロツアップ研修の要望

(9 %)が挙げられている。これらの意見や

要望を十分踏まえて研修の見直しを行い，今

後はこれらに細かく対応した研修を行うよう

にしたいと考えている。

4 ETの普及状況，取り組み状況：回答者が

自分の職場の周辺における ETの普及状況に

ついてどうみているかという点に関しては，

全体の59%は低いとしており，中程度とする

ものが33%, 一方，「非常に高い」及び「高い」

合計

県市町村技術者 民間技術者 合 計

I (2. 7%) I (1.0%) 2(1.4%) 

3(8.1%) 4(4.0%) 7(5.1%) 

19(51.4%) 26(25.7%) 45(32.6%) 

13(35.1%) 69(68.3%) 82(59.4%) 

I (2.7%) I (1.0%) 2(1.4%) 

37 101 138 
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表 3 ETに対する回答団体の取組み状況

＇ 
は合わせて 7%に過ぎなかった。 また，県等

の技術者の51%は中程度としているが，民間

技術者ては68%は低いとしており認識に大き

な差異がみられた（表 2)。

また，回答団体のETに対する取り組み状

l 況については，積極的に推進するとしている＇ のは県等の機関の76%に対して民間機関て‘‘は

46%にすぎず，他の機関ての展開を踏まえて

実施する33%, 取り組み方を現在検討中12%

となっており，牛肉自由化の影響等により民

間ては今一つ積極的に推進てきない状況にあ

るように思われる（表 3)。

5 ET普及推進上の課題：回答団体が直面

表 4 地域におけるET普及推進上の課題（複数回答）

(1) 回答団体

者
答

回
人

個

._， 
2 ,＇, 

‘‘ 
内 容 県・市町村機関 民間機関等 合 計

a 積極的に推進 31 (75.6%) 26(45.6%) 57(58.2%) 

b 積極的ではないが他の機関等での展開も踏まえて 6(14.6%) 19(33.3%) 25(25.5%) 

C 現在取組み方について検討 3(7 .3%) 7(12.3%) 10(10.2%) 

d 消極的だが今後も継続 0(0.0%) 4(7 .0%) 4(4.1%) 

e 撤退又はその予定 0(0.0%) 0(0.0%) 0(0.0%) 

f その他 I (2.4%) I (1.8%) 2(2.0%) 

合 計 41 57 98 

する課題として，全体ては農家の受け入れ体

制の未確立が27%, 技術者の不足26%,技術

的な課題が15%などとなっている。セクター

別ては，県などの機関てはET技術者不足が

トップて，産業動物獣医師の不足，習熱しt:

技術者が人事異動等によって定着てきない影

響がみられる。一方，民間機関ては農家の受

入れ体制の未確立が第 1て‘，民間技術者が周

辺農家てのETの普及状況を低いと見ている

状況に符合している。また，牛肉の自由化IJ)

影響等により経済的な環境の悪化や予算の不

足等も推進上の課題として指摘されている。

一方，回答者の個人としての課題は，低受稲

内 容 県・市町村機関 民間機関等 合 計

a. ET技術者の不足 23(30.6%) 25(22. 7%) 48(25.9%) 

b. 農家の受け入れ体制未確立 16(21.3%) 34(30.9%) 50(27 .0%), 

C • 技術的な課題(ex技術レペル、受胎率が低い等） 12(16.0%) 16(14.5%) 28(15. 1%) 

d. その他（経営環境改善、指導強化等） 12(16.0%) 14(12.7%) 26(14.0%) 

e. 予算の不足 8(10. 7%) 13(11.8%) 21 (I /.4%) 

f . 行政機関や他の組織との競合 4(5.3%) 8(7.2%) 12(6.5%)__ 

合 計 75 II 0 185 

内 容 県市町村技術者 民間技術者 合 計

a . 技術的課題（低受胎率等） 21 (32.8%) 38(27.5%) 59(32,8%) 

b. 農家の受入体制未確立 6(11.1%) 32(23.1%) 38(19.9%) 

c. 優良ドナーの不足 8(14.8%) 20(14.5%) 
28(14, 1%) 

d. 和子牛価格の低迷による意欲減衰 3(5.6%) 21 (15.2%) 
24(12.6%) 

e. ET技術者の不足 8(14.8%) 14(10. 1%) 
221(1 11一5s.. .5欲1%%1I 1 

f . 受精卵の供給体制未確立 6(11 .1%) 4(2.9%) 10 

g . ETに関する普及啓蒙の遅れ 2(3. 7%) 9(6.5%) II 

合 計 54 138 192 一 -
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表5 個人回答者が重要と考えている技術課題（複数回答）

内 容 県・市町村技術者 民間技術者 合 計

a 過剰排卵処理 32(21 .9%) 74(23.0%) 106(22.6%) 

b 凍結保存技術 32(21.9%) 64(19.9%) 96(20.5%) 

c 雌雄鑑別 21 (14.4%) 58(18.0%) 79(16.9%) 

d 受胚牛の選定技術 17(11.6%) 41 (12. 7%) 58(12.4%) 

e 移植技術 10(6.8%) 33(10.4%) 43(9.2%) 

f 体外受精技術 19(13.0%) 21 (6.5%) 40(8.5%) 

g 採卵技術 7(4.8%) 12(3. 7%) 19(4.1%) 

h 核移植技術 6(4.1%) 10(3.1%) 16(3.4%) 

I 胚分割技術 2(1.4%) 9(2.8%) II(2.3%) 

合 計 146 322 468 ＇` 紐［の技術的な課題が33%, 農家の受け入

n体制未確立20%, 優良ドナー牛の不足15%

好が挙げられている （表 4)。

睛者がETに関して日頃個人的に感じて

ぶととしては，受胎率向上(25%), 農家

I: 対する普及啓蒙強化(22%), 技術情報の提

紐術者ネットワークの構築 (15%), 優良

醐の流通体制の確立 (14%) などが挙げ

3れてしヽる。

i技術的な課題： ETに関係する技術課題

（して回答者が重要と考えている技術として

,!, (i)過剰排卵処理技術(23%), その具体的

1，内容としては処理反応のバラッキの解消，

詣なホルモン処理の簡易化，ホルモンの種

I I• 投与量・処理タイミングの確立，②凍結

姉技術(21%), 同様にダイレクト法の確立

ID法による受胎率の向上），処理の簡易化，

咄の生存性の向上，受胎率の向上など，

直鑑別技術(17%), 同様に確実な鑑別技

旧〇確立，簡易な鑑別技術の開発，精子段階

:0)雌雄鑑別 (X精子， Y精子），低コスト

tc 受胚牛の選定技術(12%), 同様に受胎

肛。のための確実は選定技術の確立，簡易

遁定技術の開発など，⑤移植技術 (9%), 

瀧戸
ヽ又胎率の向上，簡易化，移植器具の改

紐［となっている （表 5)。

伶1・'
‘ヽゞれらの技術的な課題については， わ

れわれ家畜改良センターにおいても調査試験

課題として取り組んているところてあり，

ET関連技術の実用化のより一層の推進のた

めに， これらの調査試験て‘得られた成果を広

く各方面に提供するとともにET関係技術者

の方々とも協力しつつこれらの課題の早期解

決を図っていきたいと考えている。

7 おわりに：今回のアンケート調査は，①

ET研修のレビュー，②地域動向の把握，③地

域の課題・問題点，技術ニーズの把握と実に

多様な調査内容から構成され， しかも団体及

び個人調査という 2本立てになっており，回

答される方々からすれば非常に労力を要する ＇ 
ものだったと思われるが， それにもかかわら l 

ず6割近い方々から御回答をお寄せいただい

た。多忙な業務の中，御回答をお寄せいただ

いた方々にこの場を借りて感謝を申し上げた

し‘
゜
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平成 6年度から家畜改良センター・牧場を

拠点として，各種の技術研修会等の開催や各

種情報の提供等を通じた地域のET技術者の

ネットワークの構築を行い，畜産新技術のよ

り一層の普及・推進を図ることを内容とする

畜産新技術普及推進事業を開始することとし

ているが，この事業においては今回の調査結

果及び寄せられた意見・要望等を十分反映さ ＇ せていきたいと考えている。

,' 
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高橋秀久(HIDEHISATAKAHASHI) 

長戸有希子 (YUKIKONAGATO) 

太陽化学株式会社・ 総合研究所

ェッグサイエンス室

はじめに

動物はウイルス，菌など異物の体内への侵

入に対し， これを無毒化するためのシステム

（免疫システム）を持っている。即ち，異物

が体内に侵入するとリンパ球のような細胞が

活性化されたり， またその異物だけを認識す

る「抗体」 と呼ばれる蛋白が産生され異物を

攻撃し，生体を守る。生まれたばかりの赤子

はこの免疫機構が未熟てあるから，哺乳勧物

は初乳と呼ばれる抗体を大量に含んだ乳を与

えられて外界の脅威から身を守るようにてき

ている。 ところて，鳥類は，母鳥から抗体が

卵の中に移行する。これが雛の体に移行し，

雛を守る。

この免疫システムを利用して，蛋白や菌を

動物に摂取（免疫） して得た抗体を診断薬等

に用いている。この時，抗体は主に動物の血

液から得られている。しかし，抗体を食品産

業等幅広い分野て利用しようとした場合，蘭

物の血液から抗体を得ていたのては間に合h

ない。 そこて私たちは，卵に蓄積された抗体

に強い関心を持つに至った（図 1)。

鶏への免疫

鶏に蛋白や菌（抗原）て何回か免疫すると，

これに対する抗体が初回免疫から 2-3週後

には血中に現われる。更に 1週間程度遅れて

同じ抗体が卵黄の中に認められるようになる

（図 2)。卵黄の中にある抗体てあることから

この抗体はIgY(Immunoglobulin Yolk)若

しくは卵黄抗体と呼ばれている。

lgYの調製法

これまて‘卵の中のIgYが利用されなか辻

理由のひと つに， 卵黄が脂質，蛋白，水によ

って乳化しているた め，ここから水溶性0)

IgYを効率良く分離・精製てきなかったこと

が上げられる。しか し，我々は食品にJgYを利

用す ること を目標にこの難題の解決方法をい

くつか考えだ した。そのひとつにカラギーナ

⑲ 畜産技術 1994年8月号
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i法がある。この方法は食品の安定剤として

胤いられているカラギーナンに卵黄中の脂質

繹性蛋白を同時に結合させて除去してし

け方法てある。この方法による卵黄中の

厨大量にまた簡易に製造することがて‘‘き

6ようになった。我々 はその他， IgYの精製度

1: 応じた幾つかの製造方法を報告している。

lgYの利用

収のボイントはIgYの用途てある。 IgYは

秘抗原に対して特異的に結合してその抗原

術舌性化することがてきる。そこて‘‘我々は，

げ虫歯の原因菌てある虫歯菌に対する抗体

琲製することを考案した。まず，砂糖をた

（さん含んだ培地て‘虫歯菌 (S.mutans)を培

｛する。すると虫歯菌は不溶性のグルカン（多

騨）を生成する。虫歯菌はこのグルカンを

掬：して菌に結合し，虫歯形成が促進され

；と言っている。菌とグルカンを抗原として

託免疫すると 3週間て高い抗体価を示す卵

晴られた。この卵から精製されたIgY(抗虫

籠lgY)を用いて虫歯菌に及ばす影響を試

印管の中てみたところ抗虫歯菌IgYは虫歯菌

帷を抑えることが分かった（図 3)。次に，

枷：ょってIgYの効果を試験した。砂糖を

入れた飼料をラットに与えたところ虫歯ス コ

7 (カリ エスス コア：虫歯の程度は虫歯の容

抗原

積て‘‘表現される）が100以上になったが，抗虫

歯菌lgYを添加した飼料を与えたラットのス

コアは42.3と虫歯の程度が明らかに低減した

（図 4)。

おわりに

我々は卵の高度利用というテーマに取り組

んて‘‘いる。 lgYの利用はその中て最も夢の有

るプロジェクトのひとつてある。現在， lgYの

利用に関する幾つかの大きなテーマて‘‘研究が

進んている。対象とする抗原を選択して，医

薬，体外診断薬，食品及び飼料分野への応用

開発を行なうことにより， lgYは機能性素材

として今後大きな市場を形成するものと期待

される。

120 

ド
100 

n so 
K 
I'(60 

H 
＝ヽ 40

,R 20 

コ゚ントロール群 抗虫歯菌lgY
添加飼料群

図 4 虫歯に及ぼす抗虫歯菌lgYの効果

→血液→ lgG 

；？印~卵黄→ lgY 

゜図 1 哺乳類血液lgG抗体と鳥類卵黄lgY抗体
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国廉協力情輯

訊リヴィア家畜繁殖改善計画について
田谷 昭 (AKIRATAY A)チームリーダ

はじめに

昨年3月，カンカン照りのヴィルヴィル空

悟I:降り立った。飛び立つ直前まて‘，会う人

し、とに治安を心配され，地球の裏側に行くこ

ti: あきれられる日々てあった。 しかし，長

い空の 1人旅だったがほとんど寝ていたし，

枕それはど治安は悪くは無かった。 この 1

鴇，余りに大きい価値観の違いに戸惑い，

謹（スペイン語）の不便さと熱帯病への不

安があったが，今てはいい経験をしたと思っ

ている。どうやら，フ ロ゚ジェクト紹介という

洵テーマも書く資格がてきたというものて‘

筋ぅ。以下，概要を述べることにする。

1. ボリヴィアという国

峠リヴィア共和国は1825年にスペインから

駐し，南米独立の父シモンボリーバルにち

翫国名にボリヴィアとつけられた。南米

りIii!中央に位置する内陸国て｀，国土面積は

昧の約三倍に相当し，プロジェクトサイト

りあるサンタクルス州は， 国内最大の州て',

恥 iぼ同じ面積を有する 。 また，人口は

闘A(l992年センサス），人口密度は5.8人
であり

，サンタクルス州は136万人て首都ラ・

バスのあるラパス州について第二位てある 。

｀に国内を標高をもとにして，アン

fス山脈0)麓に広がる 4千m前後のアルティ
7うJ

（大高原地帯，首都ララ パ スがあ

L..__ 

る。），アマゾン河上流に広がる 1-5百mの

リヤーノス（東部低地大平原地帯，熱帯・亜

熱帯性気候，サンタクルス州が含まれる），両

者の間にある約 2-3千mの盆地の多いバー

ジェ（渓谷地帯，乾燥した温暖な気候）に分

けられる 。 この東部低地にはヨーロッパなど

からの古い牧畜移住民が比較的多いはか，大

戦後アルテイプラノからの内国移住， 日本人

移住（サンファンと沖縄のコロニア）及びメ

ノニータ・コロニア（キリスト教メソジスト

派の独系人）等がある。

3)更に，ボリヴィアは古くからの錫や銀等の

鉱山の国として知られているが，資源の枯渇，

鉱産物市況の低迷等や天然ガスの国際的な料

金不払い問題等から経済が著しく悪化し，現

在も回復まて‘には至っておらず，南米最貧国

の 1つてある。

もプロジェクト発足の背景

ボリヴィア経済において，農業は就業者に

占める割合が47.3%(84年ILO), 国内総生産

に占める割合も 25.3%(86年ボリヴィア中央

銀行） と高いシエアーを占める重要な位置に

あるものの， その生産性は南米各国と比べて

低位水準てあった。 このような状況に対処す

るため，ボ政府は国家開発 4カ年計画

(1984-87) を立案し，畜産の振興を図るこ

とを重点目標の 1つとし，同計画をもとに人

工授精の実施と技術の向上を通じて家畜の改

畜産技術 1994年8月号 @) 



良を図る構想の協力をわが国に要請してきた。

以下，一連の関係調査団の派遣を示す。（別添

1) 

・1985年プロジェクトファインデイング調

査団， 87年 3月事前調査団の派遣を経て，同

年 8月末に実施協議調査団を派遣し，討議議

事録 (R/D)及び暫定協力実施計画 (TSI)

の署名を行い、同年 9月から 5ケ年間のプロ

ジェクト方式技術協力が発足した。

3 . 協力の概要

1)実施機関は大蔵経済開発省（昨年農牧省等

が合併した。） と国立ガブリエル・レネ・モレ

ノ大学て‘ヽ，主体は大学てある。なお，本プロ

ジェクトは政令によって国家優先プロジェク

トとして位置づけられ， その運営管理は，内

部規定によりこれら 2機関と州開発公社，州

牧斎者連盟，州牛乳生産者協会及びセブー牛

飼育者協会からなる運営委員会が組織され，

同委員会において予算，事業計画等が審議決

定されている。また，各機関・団体は運営費

の分担拠出を行って，フ゜ロジェクトの活動を

バックアップしている。

2)フ゜ロジェクトの所在地は，サンタク）レス州

サンタク）レス市から北街道23kmのワルネス郡

に入ったところて‘ヽ，円借款て‘‘建設された国際

空港ヴィルヴィルとデンマークの援助て‘‘建設

された牛乳処理工場PILとの中間にある。

3) 協力の内容

人工授精及びそれに関連する家畜衛生，飼

育管理を含む家畜繁殖技術を改良し，ボリヴ

ィアの畜産の発展に資することを目的として，

家畜繁殖，家畜衛生，家畜飼養及び家畜育種

の 4分野における次の協力を実施する。

a人工授精技術の確立と試験的受精卵移植

b人工授精技術師の養成研修

c繁殖疾病に係る実態調査及び診断，予防

R 畜産技術 1994年8月号

技術の確立

d飼養技術の改善

e現行飼育品種の調査及び育種のためのプ

ログラム作成

4) 現在の取組み

92年 7月評価調査団が派遣され，ボリヴィ

ア側との合同評価調査団を組織し，約5体廂1I

が最も現実にマッチし，かつ適当てあると考

えるようになった。即ち，ボリヴィア政府は

企画調整・指導監督等を行うが，産業振興や

研究等の具体的な政策の推進については，助

成などを通じて他の機関や団体に委ねること

を甚本としていること，国家財政が脆弱てあ

ること， また政権の交代のたびに大幅な人事

異動が伴うなどの実態を踏まえると，大学の

自治によって政治的人事を回避し， C/Pの身

分を守ることは賢明な方策て‘‘ある。

また， この大学，関係機関・団体による管

理運営方式もプロジェクトの主体性，生産者

団体との関係及び普及へのつながりからみて

も評価てきよう。

2)ボリヴィア人による活動はこれからが本番

となる。今まて‘‘に移転された多くの技術を関

係団体などを通じて，広く生産者に普及させ

ることは関係者に課された大きな課題てある。

幸い当フ゜ロジェクトは若く優れたC/Pがお

り，今後の積極的な活躍を大いに期待てきる。

しかし， それには関係機関等からの永綬的な

資金の援助及び組織的な活動協力が前提とな

るのて‘ヽ，今まての良好な関係が続くよう努め

る必要がある。

3) ボリヴィアは約550万頭の牛を飼養してい

ジョ'('ll
るが， その約80%が在来種クリオー‘

とんどは肉用目的（乳用種は十数万頭）
てあ

、‘曰の雨季と，
る。肉牛は，草は豊富だが高温多l!lk

体重が大きく減るほど草の不足する乾季い

う厳しい気候，家畜伝染病，そ して無秩序な



即：よる近親化のため，発育は遅く，繁殖

皐は低く，体格も小さい等多くの問題が残さ

れている。今後，酪農と大規模肉牛農家はパ

ぅグアイの例（千頭以上規模）からみても人

I投精の普及は可能てあろうが，ボリヴィア

吠規模農家もブリーダーもかなり少ない。

しかも，約250万頭と最も牛を多く飼っている

ベニー州の雨季は大部分の自然草地が冠水す

邁，道路事情も悪く条件は厳しい。

現在，フィ ールドを主体とした肉牛改良対

蘭I:対するボ側の新しい計画がある。これに

対して，本プロジェクトて''B本側がこれまて‘

ば・レ種雄牛と衛生室

ネローレ，ホルスタイン，プラウンスイス
の種雄牛

に蓄積した多くの経験と情報を生かし，また

ボリヴィア側に移転した技術を甚礎とした，

別の積極的な対応が求められている。

参考文献

1社）国際農林業協力協会 (1990)ボリヴィ

アの農業

2国際協力事業団 (1987)ボリヴィア家畜繁

殖改善計画実施協議報告書

3 II (1988) II計画打合せ調査報告書

4 II (1992) II巡回指導調査団報告書

5 II (1992) II終了時評価報告書

めずら しいジール ：レッチェロ
乳用ジール種

名物 シュラスコ（牛肉を焼いているところ。炭火で
ある。）
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別添 1

派遣調査団の一覧

1プロジェクト・ファインディング調査 (1985, 2)新山正孝（鳥取牧場）徳井忠司（家衛試）石

橋隆介 (JICA)新田節 (JICA)

2事前調査 (87, 3)中野秀治（鳥取牧場）森山浩光（経済局）三島和洋（新冠牧場）松原聡（改

良事業団）小原基文 (JICA)

3実施協議調査 (87, 8)中野秀治（鳥取牧場）水田精一（経済局）吉村史郎（奥羽牧場）滝俊

博（動検成田）宍戸健一 (JICA)

4計画打ち合わせ (88, 11)菱沼 毅（畜産局）小沢周二（畜産局）友利和博（沖縫県）宍戸健

- (JICA) 

5巡回指導 (91, 1)中野秀治（十勝牧場）井戸将吾（畜産局）大城幸盛（沖縄県）平松 尚 (JICA)

6巡回指導 (91, 10)伊藤 豆（茨城牧場）菊地克憲（新冠牧場）小西一之（家畜改良センター）

江川敬三 (JICA)

7評価調査 (92, 7)伊藤 豆（茨城牧場）三島和洋（長野牧場）松原敏春（十勝牧場）平松尚

(JICA) 

別添 2

専門家の派遣実績

◎長期専門家

・リーダー 宇良宗耀 安田侃也

・業務調整 大塚真琴

・家畜繁殖 富永秀雄 田口本光

・家畜飼養 橋本啓次 境啓次郎

・家畜育種 小山義雄 泉名勝巳

◎短期専門家

(1988) 

・工事施工 守屋昇（三祐コンサル）

(1989) 

・家畜育種 津田秋司（農林水産省）

(1990) 

・飼料分析 原田春良（農林水産省）

・家畜登録 桃田清友（ホル協）

(1991) 

・家畜衛生 野宮孝（農林水産省）

・家畜飼養 谷口 豊（農林水産省）

(1992) 

田谷昭

菊地エ 近松晶

斉藤博

伊野波秀房（三祐コンサル）

・家畜繁殖 小西春良（農林水産省）

・家畜衛生 佐藤涯夫(-)

・受精卵移植 高倉宏輔（農林水産省）

・受精卵移植 斉藤則夫（農林水産省）

・家畜飼養 鎌田伝四郎（農林水産省） ・家畜登録 桃田清友（ホル協）

・受精卵移植 高倉宏輔（農林水産省） ・家畜衛生 伊藤稚之（大分県）

(1993) 

・家畜審査 葛原啓男（ホル協） ・受精卵移植 山下秀房（熊本県）

・家畜管理 渡辺富雄（晨林水産省） ・飼料分析 福本裕（農林水産省）

・家畜衛生 吉武理（大分県） ・視聴覚機器 岩田保雄（学研）

・草地飼料 井上善行（農林水産省） ・家畜審査 葛原啓男 (2回目）

R 畜産技術 1994年 8月号



ボリヴィア共和国及びサンタクルス州の位置

POTOSI 

プロジェクト及び関連機関位置図
（サンタ・クルス市近郊）

JICA 
ナヴリィア農場

総合試験湯
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福井県

生活の豊かさ，食肉の安全性に対する関心

の高まりに伴い，消費サイドては，食生活の

グルメ化，健康食品志向が高まっています。

また，生産流通サイドからは，畜産物の饂

質化とあわせて，銘柄化が進められてきてい

ます。

虹黒：二‘は:~;:~ :゚'ロニ広イ悶
？ ククため，優良碁礎雌牛の増殖や飼育施設の整値

を進めてきました。また流通面ては，生産者，

食肉販売店，関係団体等て若狭牛流通推進協

議会を設立し，関係者一丸となって銘柄化を

図っています。

若狭牛に続き，肉用鶏（越前地鶏），肉豚（ふ

くいポーク）についても，銘柄化を進めてい

るのて，ご紹介します。
福井の畜産振
興と畜産物の
銘柄化

佐々木一恵 (KAZUESASAKI) 

福井県農林水産部畜産課

——-- 一一 一

~ —.....,7 ．． 
¥ .... , ... • • • 
・ヽ＇亀 9

1¥ ..、.. . ''..'、;. t t・, 

越前地鶏

鶉肉ては，鶏本来の「かしわ」の味を求め

る消費者ニーズが高まり，本県においても，

昭和63年から畜産試験場において高品質麟

鶏の作出に取り組み，平成 3年に完成，平成

4年からヒナを農家に供給し，「越前地鶏」と

いう銘柄て本格的に生産販売をしており，生

産羽数は，平成 4年度5,500羽， 5年度8I 000 

羽となり， 6年度は24,000羽を目標としてい

ます。

越前地鶏の肉のセールスポイントは，顎

いて‘，適度な運動と太陽の日差しを充分あび

て， じっくり 110日間かけて育てられており，

肉はしまって歯こ｀たえがあり， コクがあパ

肉に甘味があり，さらに脂肪が少ないへJVツ

~
~
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コマーシャル 越前地鶏

図1 越前地鶏の交配様式
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表ー 1 発育成績 (D~16週齢）

体重 1飼料消費量 1飼料要求率 I育成率 I正肉※ 腹腔内脂肪

1.7% 2,s23g I 9,371g 3.62 99.5 I 934g(41.4%) 
※解体調査 （正肉．腹腔内脂肪）は16週齢時に行った

M越前地鶏とプロイラーとの物性値

爾月 部位 越前地鶏•> プロイラーb)

枡（％） 胸肉 73.8 74.0 

PH 胸肉 5.72 5.86 

腿肉 6.02 6.21 

唸損失（％） 胸肉 22.8 22.7 

蒻応力生 胸肉 4.8 2.9 

lg/an')加熱 胸肉 6.2 5.1 

. (明度） 胸肉 50.01 50.26 

腿肉 36.41 47.22 

a (赤色度） 胸肉 7.70 5. 17 

腿肉 19.93 11 .58 

b(黄色度） 胸肉 6.00 7.58 

腿肉 2.79 4.73 

a:16週齢時に， b) 8週齢時に解体した。

ー食品てあるということて，消費者の認識も

駐って来ています。

越前地鶏の交配試験

畜産試験場ては， まず， シャモ（県内て‘飼

育されていたもの）， ホワイトフ リ゚マスロッ

ク，0-ドアイランドレッドおよび名古屋種

,: ついて，発育，産卵性，飼料の利用性など

t調査しました。

つぎに，シャモを除いた原種鶏を用いて 3

通りの2元交配を行い， さらに止め雄として

シヤモをそれらに交配し，発育の最も優れた

厨，かつ官能検査の結果，最も優れてい

i、'ものを「越前地鶉」として決定しました。

幽来上がった越前地鶉を従来のプロイラー

t比較するため，県内数力所て｀試食会を行い，

7ンケート調査を実施したところ，肉の特徴

心，「歯こ｀たえがある」，「コクがある」，

「甘味があるという結果を得ました。なお，

鱈：っぃては，ブロイラーより 2倍高くて

も買うと答えた人が45%を占めています。

いっぽう，畜産試験場においても肉質の調

査を行っており，越前地鶉は16週齢時に，ブ

ロイラーは 8週齢時に行っており，表ー 2の

結果となっています。

歯こーたえを示す破断応力を胸肉て‘‘調査した

ところ，生，加熱いずれの状態て‘、も，越前地

鶏の方が高い値を示し， しかも，越前地鶉の

生の状態のときとプロイラーの加熱したとき

の状態とが，はば同じ値を示しました。この

ことからも越前地鶉は歯こゞ たえのある鶉肉と

言えます。

肉色については，越前地鶉の胸肉，腿肉とも

赤色度が高く，黄色度はブロイラーの腿肉の

方が高い値いを示したことから，越前地鶏の

肉は，ブロイラーに比べて赤味を帯び，特に腿

肉は，赤味が濃く，黄色は薄いと言えます。

また，肉のうまみに関係が深い遊離アミノ

酸含量を調査したところ表ー 3の結果を得て

います。

遊離アミノ酸含両は，越前地鶉の胸肉て",

193. 7mg/100 g, 腿肉て'241.7mg/100 gて‘，ブ

ロイラーてはそれぞれ， 95.7mg/100 g, 157. 7 

mg/100 gと両部分とも越前地妥島の方が高く，

胸肉て2.0倍，腿肉て1.5倍という結果て‘した。

その成分をみると，坑コレステロール，肝

機能改善に効果があると言われているタウリ

ンは，越前地鶏の腿肉てブロイラーのそれに

比べて， 25倍多く含まれています。

また， うまみ成分て‘‘あるグルタミン酸は，

越前地鶉て多く，ブロイラーに比べて胸肉て‘

2.1倍，腿肉て1.5倍も多く含まれています。

また，甘みに関係するグリシン・アラニンに

ついても，越前地鶏の方に多く含まれており，

畜産技術 1994年8月号 $J) 



表 3 越前地鶏とプロイラーにおける各部位中の遊離アミノ酸含量
(mg/100 g) 

越前地鶏a) ブロイラーb)

アミノ酸

胸肉

夕 ウ リ ン 5.0 

アスパラギン酸 9.3 

ス レ オ ン 13.9 

セ リ ン 12.9 

グルタミン酸 27. I 

グ リ シ ン 6.2 

ア ラ ン 14.9 

／ゞ リ ン 9.0 

メ チ オ リ ン 4.8 

イソロイシン 7.0 

ロ イ シ ン 13.1 

チ ロ シ ン 9.3 

フェニールアラニン 10.1 

リ ジ ン 32.1 

ヒ ス チ ジ ン 9.0 

アルギニ ン 10.1 

合 計 193.7 

a) 16週齢時に， b) 8週齢時に解体した。

おいしくて，甘みがある肉ということが裏付

けされています。

今後の生産振興と課題

平成 3年に畜産試験場て‘誕生した越前地鶉

は，当初畜産試験場に近い距離にある三国町

の農家を中心に飼育され， その生産羽数を伸

ばしてきました。平成 5年度末には，他の市

町村ても飼育が始まっています。

今後，生産コストの削減，流通経費のコス

トダウンによる販売価格の引き下げ， また，

消費者への PR等による消費拡大策等多くの

課題は残っているが，平成 6年度には，関係

者および団体等により，越前地鶏流通推進協

議会（仮称）の設立の動きがあり，流通面て‘

の体制整備に伴い，一層の生産拡大が期待さ

れています。

ふくいポーク

豚ては，県内農家から，繁殖性，産肉性お

R 畜産技術 1994年8月号

腿肉 胸肉 腿肉

80.3 4.9 31.8 

8.8 3.7 6.8 

24.3 7.8 15.6 

13.3 7.5 II .2 

31. 7 13.0 20.7 

8.6 3.5 6.2 

14.6 7.6 10.4 

5.3 4.0 4.8 

I. 7 I. 7 1.1 

3.6 3.4 4.1 

6.0 6.8 7.1 

1.1 4.3 4.6 

10.4 7.6 7.7 

17.0 11.4 12.5 

8.0 3.7 6.3 

5.9 4.7 6.9 

241. 7 95.7 157.7 

よび強健性の優れた種豚の供給が求められて

おり，畜産試験場ては，雑種強勢効果が期待

て‘‘きる系統豚を利用し， ランドレース種の雌

と大ヨークシャ一種の雄を交配に高能力Fl

母豚を農家へ供給しています。

農家ては，このFl母豚にデュロック種を交

配し，「ふくいポーク」として肥育してげ

す。

このふくいポークは，系統豚の特徴てある

高能力およびその斉一性の高さを利用し，篇

品質豚肉の銘柄化を図ろうとするものてあり，

生産頭数の増加とあわせて消費の拡大も期待

されています。

今後は，ふくいポーク専用飼料作成，—元

集荷体制，枝肉規格の統一，販売店の指定等

について検討されており，生産から消費“

の一貫した条件整備が図られることしよ
• 1りi

す。
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文献X情報 ー
均質化全乳の加熱中の乳清タンバク質

と合成脂肪球膜の相互作用・
Interact10ns between Milk Serum Proteins 

and Synthetic lat Globule Membrane 
during Heating of Homogenized Whole Milk 
Shri K. Sharma and Douglas G. Dalgeish 
]. Agric. Food Chem. 1993, 41, 1407-1417 

乳I:ホモをかけると脂肪球は

糾 なり，その表面積は10倍に

滋 いった物理的変化が起こる。

麻 モ1Lを加熱すると，脂肪球

附浦タンパクの相互作用のた

りI:物理的，化学的性質が変化す

頃 って両者の相互作用は多く

潟晨嬰品の品質ゐ影響を与える。

薗 i)ホモ乳の加熱の前後て',

晦 膜の表面に吸着する乳清夕

パクの籠とタイプ(ii)/3一・ラク

トグロプリン ({J-1 g), a—ラクト

アルプミン (a-la) と合成脂肪球

膜の相互作用の動力学，を電気泳

動，デンシトメトリーを用いて脂

肪球の定旦分析により調べた。そ

の結果，ホモをかけた後はカゼイ

ンのみが，新たに形成された脂肪

球の表面を構成していた。{J-1 g 

やa-1aは脂肪球を70℃以上に加

熱した時のみ脂肪球膜に吸着した。

この吸着の動力学は，脂肪球表面

マウスにおける、
Fasリガンドの点突然変異により

ひきおこされる全身性の
リンバ球異常増殖疾患

Generalized Lymphoprohferat1ve Disease m Mice, 
Caused by a Point Mutation in the Fas Ligand 

Tomohiro Takahashi, Masato Tanaka, Camilynn I. 
Brannan, Nancy A. Jenkins, Neal G. Copeland, 

Takashi Suda, and Shigekazu Nagata 
Cell 76, 969-976,(1994) 

饂：おいてTリンパ球は膨

t, ~O)抗原を認織してこれを排
唸 るが，自分自身の組織やタ

吻質を異物として認識しない。

叫 距已を認識するTリンパ球

ふらかじめ死滅するからてある。

漣なTリンバ球表面にはFAS
: 1, うタ

ンバク質分子が存在し．

叫：Fasリガンド (FasL) とい
・タ
、ンバク質分子が結合すること
↑ 
：い咽が細胞死をおこすと

町＼、る。

マウスにはTリンバ球の細胞死

がおこらないために全身性の自己

免疫病をしめすgldという変異が

あるが，これはFasLの遺伝子の変

異によるものてあることが予想さ

れた。 これを確認するためにまず

マウスFasL遺伝子のマッピング

を行ったところ， gldの疾患を支配

する遺伝子と FasLの遺伝子とは

同一のものてあることを示唆する

結果が得られた。つぎにgldマウス

が持つFasLの配列を調べたとこ

の｀空いている部分”か ら考 えて，

擬一次反応に従う 。一方， ds2, R 

ーカゼイ ンは尿索と EDTAを含む

緩衝液て‘脂肪球を洗うとわずかに

分離され，変性した乳性タンバク

は脂肪球膜上てシステインを含む

カゼイ ンに吸着していた。 ミセル

状態のカゼインは新しく形成され

た脂肪球の表面をカバーし，脂肪

の凝集を防ぐが，変性乳清タンパ

クのミセルヘの吸着は， ミセル断

片の構造変化を引き起こし，おそ

らくホモ乳粒子の溶解性，流動性

などの機能を変化させると思われ

る。

（農水省畜試加工 1研

木元広実）

ろ，フェニルアラニ ンからロイ シ

ンに置き換わるような変異が一ケ

所おきていた。さらに，正常な

FasLは培養細胞WR19Lを細胞死

させることがてきるが， gldマウス

由来の変異FasLにはその能力が

見られなかった。

したがってgldマウスてはFasL

が正常な機能を失ったため，自己

を異物とみなすTリンパ球が死な

ずに生き残ってしまい， その結果，

全身性の自己免疫疾患がひきおこ

されたものと考えられる。 FasLの

遺伝子診断は育種の分野に応用す

ることて遺伝病の対策に役立つか

もしれない。

（曲畜産技術協会動物遺伝研

渡邊敏夫）
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文献X情報 ー

SAY遺伝子の
増幅による着床前の
マウス胚の性判別

Amplification of the SRY gene allows 
identification of the sex of mouse 

preimplantation embryos 
Theriogenology 40 : 441-452 (1993) 

SRY遺伝子は雄の性巣決定因子

てあり，生殖腺分化過程のY染色

体上の性決定領域に位置する。本

実験てはSRY遺伝子をY特異的な

標的配列と選択し， PCR法を用い

て着床前のマウス胚の性判別に応

用するために増幅した。また，他

方常染色体上のact遺伝子も増幅

し，対照として雄雌両方のサンフ°

ルとした。雄雌のゲノミックDNA

をSRYとactinのprimerて増幅し

た場合， 504bpの断片が両方のサ

ンプルに検出され， 227bpの産物

は雄DNAのみに検出された。

Morulaとblastocystステージの

胚 (n=l35)は雄または雌に予想さ

れる 2サンプルに分類した。 SRY 

遺伝子断片は約半数の胚て検出さ

れ，性比は 1: 1てあった (p>

0.05)。Morulaとblastocystの発

2分割及び 4分割した
ウシ胚の移植後の

生存性
VIABILITY OF BOVINE DEMI-AND 

QUARTER-EMBROYS AFTER TRANSFER 
Theriogenology 38 : 107-113, 1992 

P. Bredbacka, M. Huhtinen, 
J. Aalto and V. Rainio 

2分割及び 4分割されたウシ胚

の生存性について試験を行った。

過剰排卵処置した供胚牛から後期

桑実胚を非外科的に採取し，マイ

クロマニュピレーターに装着した

2つの微小ガラス針て 2分割した。

分割した半分の胚をさらにまた 2

分割した。 2分割及び 4分割した

各分割胚は空の透明帯の中に入れ，

1 / 2胚及び 2/4胚を経産または

未経産の受胚牛に非外科的に移植

した。胚の生存性は妊娠日齢35,

48及び60日に胎児を超音波断層装

置を用いて確認した。 1/ 2胚の移

植後60日の受胎率は未経産牛ては

46.2% (6 /13)経産牛ては33.3%

(4 /12)てあった。 2/4胚を移

植したものは未経産牛ては61.5%

育の程度を基礎にして性を調べI:

ところ，発育の早い胚の約65%11

雄と判定され，発育の遅い胚の名

6%は雌と判定された。PCR産物

は制限酵素切断分析 (AluIi: ょ

り129bpと98bpの二つの断片噂

断）により明らかにSRY遺伝子の

primerによ って増幅されたこ t

が確認された。さらに着床前雌

の性はSRY遺伝子の増幅によ り

正確に決定てきることが示されt:,

この方法は他の哺乳動物の着麻前

の胚の性を受胚動物へ移植する前

に判定することがてき，勧物の育

種への応用が可能てある。

（家畜改良センター堂池 修）

(8 /13), 経産牛ては8.3%(1/ 
12)てあった。また移植後60廿0

移植胚数に対する胎児数ては， 未

経産牛ては13の1/2胚に対し 1

頭 (53.8%)経産牛ては12に対し

4頭 (33.3%)の胎児の生存が籠

認された。1/4胚ては未経産牛i:

おいて26に対し10頭(38.5%),g 

産牛ては24に対し 1頭(4.2%)vJ 

みてあった。これらの結果から，

分割による 1/4胚の移植1:供す

る受胚牛は，経産牛に上
しべ未経産

牛の方がより適格てある
と示峻さ

れた。

（家畜改良センター
橋谷日 f)
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スーパー放牧
高橋静雄 (SHIZUOTAKAHASHI) 農林水産省畜産局 自給飼料課

我が国畜産は，生産コストの低減と労働時

翻疇が強く要請される中て，特に，大家

着畜産経営ては，飼料費の節減省力化を図

頃点から放牧を利用した飼養管理が注目さ

れている。

諒方法には 1カ所に何日も継続的に放牧

謬連続放牧，数日て‘牧区を換えていく輪換

飩，輪換放牧をより集約的にした帯状放牧

等様々 な形態があり， このうち帯状放牧をさ

らに集約的にした放牧形態がスーパー放牧て‘

秘。具体的には，電気牧柵により放牧地を

噸積に区切って，短い期間（半日～数時間

瞑）て放牧する牧区を換えていき，放牧地

稿度に利用し，かつ，放牧馴致や衛生対策

等を融合し，草地及び家畜の生産性を最大限

I: 発揮させる放牧形態てある。

〈スーパー放牧のポイント〉

①電気牧柵を利用することにより牧区の移

齢手軽にし，必要な草量の牧草地面積に区

勧短期輪換放牧を行う。

R草を伸ばしすぎると茎等の部分の割合が

多くなり消化率が低下するのて‘，消化率の高

直丈が30cm以下の草を採食させるように放

＆する。

祖J)夏は牧草の伸長が早いのて‘， この時期

墳牧に供する面積を減らすとともに，余剰

,: 生産される牧草を刈り取り乾草等に調製し，

観ゃ晩秋に補助飼料として活用することに

iり牧草地の季節生産性を調整する。
（ス・
ーハー放牧のメリット〉

R家畜に常に消化率の高い牧草を供給する

這iてきるのて‘ヽ，従来の放牧形態に比べ家

恥生産性の向上が期待てきる。

②牧草の季節的な生育速度に合わせて放牧

地の面積を変えることにより，草地に余剰が

生じた場合には採草利用が可能となるのて',

生産された牧草が無駄なく利用され，草地の

利用効率が向上する。

③放牧による適度な運動と十分な粗飼料の

採食により牛が健康的になるとともに，転牧

の回数が多くなることにより牛を観察する回

数が増えることから，病牛等を早期に発見す

ることが可能となる。

④牛自らが粗飼料を採食するのて，飼料生

産及び飼料給与の労働時間が軽減する。

く今後の課題〉

肥育索牛や育成牛については既に技術が確

立しているものの，搾乳牛ては栄養管理方法

についてさらに検討する余地がある。

また，放牧は労働時間の短縮に大きな効果

があるものの，スーパー放牧ては 1日2回の

転牧を行うこともあることから，さらなる省

力化の観点から自動ゲートや音響等を利用し

た牛群の移動方法等が開発されれば， より省

力的な放牧が可能になると考えられる。

さらに，草種については，北関東以北にお

いてはペレニア）レライグラスとシロクローバ

の混播，チモシーが適草種てあることが判っ

ているが，関東より南の地域ては，スーパー

放牧に適する草種がまだ見つかっていない。

これらの課題については，現在，草地試験

場等において技術開発が進められており，こ

の技術の応用の幅がより広がるものと期待さ

れている。なお，平成 6年度から，県段階て‘

の普及に向けた取組みが行われている。
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英国農漁食糧省の統計資料によ

り， 1993年にEC各国において確認

された主な家畜の伝染病の発生状

況を防単に紹介する。

I 口蹄疫

イタリアの南部 (Potenza地方）

で， 5年ぶりに本病の発生が確認

され，牛，豚，羊，山羊等を含む

8,000頭以上の家畜が淘汰された。

1967年から 1968年にかけて英国

で発生した際には， 42万頭の家畜

を淘汰（殺処分）し， 1,500億円の

-
EC内で発生した主要家畜
伝染病の発生状況(1993年）

撲減経費を要したと言われている。

2 牛肺疫

イタリア，ポルトガル及びスペ

インで計403頭の発生が確認され

た。特にポルトガルでは，発生頭

数は減少しているものの常在化し

ている。

3 アフリカ豚コレラ

スペイン，ポルトガル及びイタ

リアで計142頭の発生が確認され

た。

1986年オランダで発生した際に

は.6、500頭の豚を殺処分し， 18憶

円の撲減経費を要したと報告され

ている。

4 ニューカッスル病

ペルギー， ドイツ，ルクセンプ

ルグ， オランダ及びポルトガルで

は， 1992年に引き続き発生が認め

られ，新たにイタリア及びスペイ

ンで発生が確認された。

EC域内の主な家畜伝染病発生状況 (1993年）

疾病名 アフリカ 豚コレラ 牛肺疫伝染性造血 ニューカ 口蹄疫牛海綿状豚水腫病

国名 豚コレラ 器壊死症 ッスル病 脳症

ペルギー

゜
7 

゜ ゜
41 

゜ ゜
I 

デンマーク

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜゜フランス

゜
I 

゜
I 

゜ ゜
I 

゜ドイツ

゜
99 

゜ ゜
44 

゜ ゜゜ギリシャ

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜゜アイルランド

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
16 

゜イタリア 96 12 10 4 2 57 

゜
II 

ルクセンプルグ

゜ ゜ ゜ ゜
6 

゜ ゜゜オランダ

゜ ゜ ゜ ゜
21 

゜ ゜゜ポルトガル 10 

゜
390 

゜
18 

゜
I 

゜スペイン 36 

゜
3 

゜
2 

゜ ゜
3 ， 

英国

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
36,681 ゜（含北アイルラン

ド）

計 142 119 403 5 134 57 36,699 
15 
-

（英国農漁食糧省資料）
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顧岡県畜産技術協会

1 福岡県の畜産の概要

福岡県の畜産は，畜産物需要の伸びとそれ

［対応した生産者等の努力により，県農業粗

生産額の16.2%を占める基幹部門へと発展し

fきました。 (4年畜産粗生産額： 449億円）

畜種別粗生産額ては，乳用牛 (155億円）及

限卵鶏 (116億円）が多く，肉用牛，豚，肉

鵡はそれぞれ55~60億円となっています。

近年は畜産物価格の低迷，担い手不足，環

麟題の発生等により，小規模層の経営離脱

析多く，農家戸数の減少及び経営規模の拡大

雌んている現状て‘す。県としては，国際競

争力を念頭においた畜産経営の体質強化及び

畜産物需給動向への的確な対応を図るととも

I:, 地域社会と調和した畜産経営構造を構築

することを目標として，各種施策を展開して

し,£す。

i福岡県畜産技術協会の概要

当協会は，社団法人 畜産技術協会の発足

噌ぃ，平成 3年 3月に従来の畜産技術連盟

嗣県支部を改組し，福岡県畜産技術協会と

して発足 しまし た。当協会は， 畜産技術者等

畜産関係者相互の情報交換を図り， もって畜

糾叫振興に寄与することを目的とし，事務局

睫晨政部畜産課に設置し ています。

衷1 県内の畜産の概況（戸，頭，千羽）
玄., 

種 戸 数 頭 羽 数

乳用牛 690(95%) 29,600 (96%) 
肉用牛 420(89%) 33,800 (98%) 

豚 180(86%) 91,200 (94%) 
採~~ 鶏 290(91%) 4,686 (98%) 
巴 用鶏 92(97%) 2,180 (91%) 

滋平成6年2月 1日現在， （ ）は， 対前年比。

i__ 

協会の会員数は，発足当時の71名から年々

増加しており，現在は94名となっています。

会員の構成としては，畜産課，農業技術課，

農業総合試験場，家畜保健衛生所，農林事務

所，農業改良普及所の県職員が69名，畜産関

係団体職員が19名，動物検疫所職員が 4名，

その他が 2名となっています。

当協会の活動としては，地域畜産技術活性

化特別対策事業に基づく 「福岡県畜産技術研

究会」が主要なものとなってい ます。これま

ての開催実績は表 2のとおりてあり，幅広い

内容について講演を開催するとともに会員相

互の意見交換等を行っています。 5年度には，

「ひまわりネット」創始者の一ノ瀬正薙氏に

よる農業分野における情報化に関する講演等

を開催するとともに， コンピュータソフ トの

展示も実施し，生産者も含めた70名が参加 し

ました。

今後も，このような行事により畜産関係者

の情報交換及び技術交流を通じた地域畜産技

術の活性化 に寄与したいと考え てお ります。

（福岡県畜産技術協会磯崎良寛）

表 2 櫂岡県畜産技術研究会開催実績

年度 講 演 内 容

3 I 受精卵移植の実施状況と今後

2 現場における受精卵移植
-・---------

----. 雫一中-------------------------------------------4 I 複合ラグーン式処理施設による

豚舎円／汚形水ス処理
2 クープ式発酵及び土壌脱

臭処理施設による豚糞処理
--囀--. --幽• ““ 

---響----------------------------------------------5 I 欧州における村おこしと酪農事

情

2 欧州の畜産経営技術指導の実態

3 農業の情報化の進展と経営載略
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社団法人 日本動物薬事協会

1 . 協会の歴史

当協会は，昭和23年 9月に結成された日本

動物薬協会を母体として発足し，昭和38年 3

月社団法人日本動物薬事協会として農林省畜

産局長から設立を許可され，法的に権利能力

を有する団体となったc

2 . 協会の業務

当協会は，畜水産動物及び伴侶動物に使用

する動物用医薬品，医薬部外品及び医療用具

（動物用医薬品等という。）の製造（輸入）に

たずさわる会員が緊密な連絡を保ちながら，

動物用医薬品等関係業界の健全な発展を図る

ことによって，動物用医薬品等の改良を行い，

畜水産業界の振興と家畜衛生の向上に寄与す

るため次の事業を行っている。

(1) 動物用医薬品等に関する学術情報の収集，

提供

(2) 動物用医薬品等の普及宣伝

(3) 動物用医薬品等に関する法規の調査及び

研究

(4) 動物用医薬品等の需給及び価格の調査

(5) 動物用医薬品等に関する受託調査及び研

究機関に対する試験研究の依頼

(6) その他，動物薬の承認基準等の国際ハー

モナイゼーションに係る調査等

3 . 委員会及ぴ部会

当協会の事業の執行に資するため，次の委

員会及び部会を設けている。

(1) 委員会

家畜共済関係調査委員会，法規研究委員

会，流通問題調査委員会，動物用医薬品製

造及び品質管理問題調査委員会，国際情報

調査委員会（会員向け資料「国際情報」の

R 畜産技術 1994年8月号

編集），動物用医薬品教育研修委員会（会員

向け資料「教育研修マニュアル」の編集），

動物用医薬品広報委員会（会員向け資料

「JVPADIGEST」の編集）及び動物薬事

技術問題検討委員会

(2) 部会

一般製剤部会，抗生物質製剤部会，ホJV

モン製剤部会，駆虫剤部会，飼料添加物都

会，医療用具部会，製品販売部会及び水産

薬部会

4 . 会員

当協会は，動物用医薬品，医薬部外品又は

医療用具を国内て‘‘製造し又は国外から輸入し

て販売業を通じ獣医師又は畜水産業経営者な

どに供給する動物用医薬品製造（輸入）業者，

医療用具製造（輸入）業者等によって組織さ

れている。平成 6年 6月現在の会員数は95杜

てあるが，会員会社が製造（輸入）する動物

用医薬品，医薬部外品及び医療用具の生産（籍

入）額は，全生産（輸入）額の約90%を占め

ている。

5 . 発行図書

動物薬事（月刊）

動物用薬事関係法令集

動物用医薬品等製造指針

動物用医薬品GMPの解説

動物用医薬品のGMP

動物用抗生物質医薬品基準

動物用抗生物質製剤検定碁準

動物用医薬品公定書第三版

動物用医薬品，医療部外品，生産（輸入）

販売高年報

動物用医薬品用具要覧

家畜共済薬効別薬価碁準表

（専務理事川合延夫）

........ 



リストラと多様性

不況の世の中「リストラ」という言葉が目 もみられる。上からの押しつけてなく，古い

I: つく。農業自由化の波，ガット・ウルグア施設を改良しながら，自分の経営に一番合っ

イラウンドの農業合意対策を理由に，国の農 た機械を導入し，創意工夫しながらやってい

業試験研究機関にも， またまたリストラの波 るのが特徴て｀ある。

噌し寄せている。リストラのためには，ま 私共の職場ても飲みながらフリートーキン

惰しい日本農業の将来あるべき姿を示し， グをすることがある。「自由化に打ち勝っため

その方向へ農業を向けるとともに， その技術の日本型畜産（日本独自の畜産） とは何てあ

的対応として試験研究機関のリストラがなさ ろうか．／」いろいろな経営形態の例が話題に

れるのが農政の常道てある。新しい日本農業登るが結論がてない。結局，多様な経営形態

IJ)将来像がめまぐるしく変わるのには私共はの存在そのものが強いて言えば「日本型畜産」

償れっこになっているが，現在一番新しい拠てはないかとのオチとなる。広い草地を活用

り所は平成 4年の「新しい食料・農業・農村 した根釧地方の酪農，購入飼料中心の大都市

雌策の方向」て‘， その具体化して平成 5年に近郊酪農，東北や中国地方の山地・傾斜草地

鯰れた「稲作以外の主要経営部門について利用の肉牛生産，稲作との複合経営等…。地

IJ)経営の展望と政策展開のの甚本方向」てあ域の特性を最大限に生かした経営の「多様性」

る。例えば10年後の望ましい酪農経営体して，こそ， 日本畜産の生き残る道てはないだろう

「年間2,000時間の労働時間て‘‘経産牛40頭（都か。

輯）， 80頭（北海道）を飼育し， 2-2.5億 今後の試験研究機関は，そのような「多様

月の生涯所得をあげる個別経営」を展望して性」にきめ細かく対応していくことが必要と

いる。これまて‘と同様一貫して流れているも なる。これは，画ー的に望ましい経営形態を

狐，規模拡大による低コスト化と高所得の きめ，重点化方向によって行う試験研究機関

戟てある。酪農ては高泌乳牛の飼育と多頭に対するリストラとは矛盾するように思われ

化となる。この方向はおそらく正道てあろう。る。「多様性」に対するきめ細かい対応と「リ

しかし，現実には規模拡大は，労働過重によ ストラ」をて‘‘きるだけ一致させる努力を続け

樽とりの喪失，ふん尿処理の行きづまり， たいが/

輯，施設への過剰投資による負債の増大と

し＇った問題が生じており， それらの問題解決

唸い日本ては容易なことてはない。一方て",

柑『L牛20頭規模，平均乳量6000-7000kgて‘‘（稲

作との複合経営が多いが），施設への投資をて‘‘

さるだけ押さえ，ゅったりとやっている農家------~-
ヽ
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中央だより

＊トピックス

0全国優良畜産経営管理技術発表

会が開催される

社団法人中央畜産会主催による

平成 6年度全国優良畜産経営管理

技術発表会が， 7月6日に東京，

九段会館で開催された。審査の結

果以下の方々が表彰された。

また，表彰の後，「国際競争の強

まる中でどう進めるか，わが国の

経営方針と経営管理」というテー

マでシンポジウムが行われ，活発

な討議が行なわれた。

〔大家畜部門〕

農林水産大臣賞

岐阜県上之保村河合将夫

畜産局長賞

北海道別海町

広島県湯来町

（肉用牛）

願願成喜（酪農）

大上浩也（酪農）

大分県安心院町江藤務

〔中小家畜部門〕

農林水産大臣賞

（肉用牛）

鹿児島県高山町福元和典（養豚）

畜産局長賞

大分県蒲江町

滋賀県彦根市

徳島県神山町

塩月哲司（養豚）

原秀治

（採卵鶏）

笠原勢一

（プロイラー）

■ •鵬●力●● 拿
0技術協力の動き (1994年 6月）

1専門家の派遣

0パラグアイ個別：

長期専門家（畜産）

斎藤英毅（畜産技術協会

技術参与）

1994. 5 . 25~ 1997. 5 . 24 

0中国内蒙古乳製品加工技術向上

計画

大橋勝彦（畜産）

垣本建ー（畜産技術会会員）

田中 孝 （畜産技術協会会員）

1994. 6 . 2 ~ 1996. 6 . I 

2 研修員の受入れ

0中国内蒙古乳製品段工技術向上

R 畜産技術 1994年8月号

計画

乳製品製造管理 1名

乳製品品質管理 l名

酪農学園大学，明治乳業株式会社

1994. 5 .17~1994. 6. 7 

0タイ国立家畜衛生研究所計画

C/P 

研修科目及び人数：行政視察 3名

研脩場所：動物検疫所，動物医薬

品検査所他

1994. 6 .12~1994. 6 .29 

0ポリヴィア・家畜繁殖改善計画

C/P 

研脩科目及び人数：家畜育種 1名

研修場所：家畜改良センター，家

畜改良事業団，

0日本農業バイオニア賞表彰式が

開催される

社団法人全国開拓振興協会主催

による第 4回日本農業パイオこア

賞の表彰式が， 7月5日，虎ノ門

パストラルで開催された。畜産器

門では以下の方々が表彰された。

農林水産大臣賞

宮崎県えびの市永吉徹夫

（肉牛肥育）

畜産局長賞

宮城県川崎町 藤枝孝男

（肉牛肥育）

構造改善局長賞

青森県平内町 工藤一幸

（酪農）

日本ホルスタイン協会

1994. 6 .13~1994. 7 .13 

0パングラディッシュ・末國専門

家 C/P

研脩科目及び人数：家禽の飼料と

栄養 1名

研脩場所：家畜改良センター， 肥

飼料検査所，畜産試験場

1994. 6 . 22~ 1994. I I . 20 

0平成 6年度集団研修「鶏育種＇

生産技術」

研修科目及び人数：賤育種・

技術 8名

研修場所：家畜改良センター

1994. 6 .27~1994. 9 .23 

生産



一地方だより

1正
勁とり・タマシャモに

うれしい悲嗚」

掻杓な地鶉ブームの今日，埼

：ても昭和50年から味の良い肉用

j(IJに着手。平成 3年度に独

涌品質「タマシャモ」の造成

：ざつけた。この新種は味もさ

：とながら，肉に保水力があり，

蒻分が低〈抑えられており，

／シー指向であることなどから

磯待が寄せられ，前年度に

'内の民間牧場で販売を始めたと

み， 高級品にもかかわらずたち

涜り切れている。

:(f)ため，県内の小売店などか

暉したいとの要望も多〈，

滋から も育成希望が寄せられ，

-~ を受けて県養鵠試験場は， 今

多〈 IJ)儒要の声に応えられる

う，供給体制を一層整えていき

北している。

（小野圭子）

五杞
9贖豚の供給を目指す「種豚

狼センター」

遁県は、 平成 3年度から「種

浪体制整備事業」により ＝ 
；！農業技術センター畜産部に

猿改良セ ンター」を設置し、

況＇ら本格的に優良種豚の供

凍り出した。

Iセンターは、激化する畜産の

~it、 産地間競争に加え 、 近年、
諾な広がりを見せるオーエス

浪の発生により種豚の確保が

., 〈なる中で、高品質な豚肉生

産の基瑛となる優良種豚の県内供

給を強く求める養豚農家の要望に

応えて設置された。

供給される品種は、養豚農家力‘

ら希望が多かったデュロ ックの雄

が中心で、能力の高い種豚の生産

を行うために原種豚はアメリカか

ら導入され、増殖、選抜を行いな

がら県内の養豚農家へ譲渡されて

いる。 また、平成 6年度からは、

より能力の高い種豚づくりを目指

して、譲渡された種豚に由来する

肉豚の肉質調査等も行われる予定

である。

待望の県産種豚の供給基地とし

て注目される「種豚改良センタ ー」

であるが、今後、高能力の種豚を

安定的に供給することが可能にな

ればと期待している。

（平野倫史）

I徳島県 I

0 「アワヨーク」の誕生

県肉畜試験場において 7年余を

費やし造成された大ヨークシャー

種豚は，平成 5年 7月日本種豚登

録協会の第 14番目の系統造成豚と

して認定され，「アワヨーク 」と命

名された。

アワヨークは強健，多産，肉質

の良さ等優れた特徴を備えており，

この豚を基瑛豚として指定交配を

行い，斉一性のある良質豚肉を生

産し，県産プランドに育成するこ

ととしている。現在，アワヨーク

の増殖等が計画どおり進められて

いるが，平成 7年の阿波踊りシー

ズンにはコマーシャル豚の出荷が

開始されることとなっている。

「アワヨーク」は「阿波牛」「阿

波尾鵠」に続 く県の特産畜産物と

して養豚農家の大きな期待を集め

ている。

（徳島県畜産課）

三
第10回香川県サイレージ共励会表

彰式及び自給飼料生産振興講演会

の開催について

サイレー ジ共励会は自給飼料の

生産振興と生産費の低減を図るた

め，香川県自給飼料協会が毎年開

催しているもので，今回で10回目

を迎えた。

出品は地区予選を勝ち抜き出品

されたとうもろこし，エン麦のサ

イレージ61点から最優秀 3点，優

秀賞 4点，優良賞 6点を厳正な審

査により選出し，横井会長から賞

状と記念品が酪農家，肉牛農家に

授与された。

また，今回は 10年目の節目に当

たるので，協会はこの記念事業と

して， これからも一層優良なサイ

レージの生産振興を図るため，品

質特別賞や奨励特別賞を贈呈した。

また，表彰式に引き続き， 自給

飼料生産振興講演会を県及び畜産

技術連盟主催により開催した。

酪農・肉牛塾を主宰する高野信

雄氏が「酪農の明日を築くために，

今，何をなすべきか」について講

演し，酪農，肉牛の生き残りをか

けた経営指針や戦略等について基

本的な処方箋を含む内容は，畜産

技術者にと って意義あるもので，

熱意にあふれた質問が出される等

盛会な講演会であった。

（川 口政司）

岳産技術 1994年 8月号 〇)



●テンポイント 優駿BOOKS=l ●月刊優駿
美しくも哀しい名馬が鮮やかによみがえる。 競馬のすべてがわかる月刊誌。毎月25B発売。

文•吉川良 写真・今井寿恵/1,500円／〒450円 600円／〒130円

●シンボリルドルフ 優駿BOOKS=2 ● 1993新種牡馬銘鑑
史上最強の名馬が鮮やかによみがえる。 1993年 3歳馬・種牡馬別全産駒名簿収緑。

文・木村幸治 写真・今井寿恵/1,500円／〒450円 2、000円／〒500円

●シンザン 優駿BOOKS=3 ●杉本清の競馬クロストーク
伝説の五冠馬が鮮やかによみがえる。

文・今井昭雄 写真・川本武司/1,500円／〒450円

みんな競馬が好きなのです。

1、500円／〒450円

●ヨーロッパ競馬ガイド
英•仏 ・独……ヨーロ ッパのすべての競馬場を
徹底ガイド。

渡辺敬一郎/2,800円／〒400円

●伝説の名馬 Part1 
伝説の名馬が今ここによみがえる。

山野浩一/1,800円／〒450円
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●畜産分野における技術協力の要訥は1i：実に増大するばかりてなく，その内容も多様化しております。(t±l畜崖技術
協会としては， 畜産に携わっている技術者の皆様方に，海外技術協力に対するご理解を一陪深めていたた（ととも

に， 自ら派追専門家としてiiti外に赴き，より多くの開発途上国の人々と技術交流を通じた相互理解を深め，さらに

その体験をもとに日本の畜産の発展に貢献していただければと思っております。

●牡畜産技術協会は、畜産に関する国際協力を事業目的の一つとしており，海外派遣のた

めの人材登録の業務を行っています。

海外での畜産技術協力に参加したい方々，将来参加しようと考えている方々には是非登

録されることをお奨めします。

●具体的には「海外における畜産技術協力専門家派造についての意向調査票」に記入いただき，当会にこ:・r馳
いただくだけて登録されます。調査票については，下記にお問い合わせ下さい。

社団法人畜産技術協会

〒113東京都文京区湯島 3-20-9緬羊会館内

Tel.03-3836-230 I (代表） F ax.03-3836-2302 




